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(57)【要約】
【課題】必要な遊技釘の数を低減可能な遊技機を提供す
る。
【解決手段】パチンコ機１０は、遊技領域２１において
遊技球が打ち出される打出し領域９０に位置するよう枠
状装飾部材２５の台板部６７に設けられて遊技球を減勢
可能な突部９１,９２,９３を備え、突部９１,９２,９３
は、枠状装飾体２５の庇状部６１に対して遊技球が通過
可能な間隔で離間すると共に台板部６１から前方へ突出
するよう設けられ、遊技盤２０に交差する外周面に、遊
技領域２１の打出し領域９０に打ち出された遊技球と接
触する接触面９１ａ,９１ｄ,９２ａ,９２ｄ,９３ａ,９
３ｂ,９３ｄを設けた。そして、接触面９１ａ,９１ｄ,
９２ａ,９２ｄ,９３ａ,９３ｂ,９３ｄに接触して減勢し
た遊技球を、遊技領域２１における突部９１,９２,９３
の位置より下流側に位置する上特別入賞口５３ａに入賞
し得るよう構成した。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球が流下する遊技領域が前面側に形成される遊技盤と、前記遊技領域を画成するガ
イド部と、前記ガイド部から離間して位置するよう前記遊技盤に配設された遊技部材とを
備え、前記遊技盤の前面に配設された複数の遊技釘が前記遊技領域に位置するよう構成さ
れた遊技機において、
　前記遊技部材は、
　前記遊技領域を流下する遊技球の流下方向を規制可能な庇状部と、
　前記遊技盤の前面に支持されると共に、前記庇状部から前記ガイド部側へ向けて延在し
て遊技球が前側を移動し得るよう設けられた台板部と、
　前記遊技領域において遊技球が打ち出される打出し領域に位置するよう前記台板部に設
けられた減勢部とを備え、
　前記減勢部は、前記庇状部に対して遊技球が通過可能な間隔で離間すると共に前記台板
部から前方へ突出するよう設けられ、前記遊技盤に交差する外周面に、前記遊技領域の打
出し領域に打ち出された遊技球と接触する接触面を有し、
　前記減勢部の接触面に接触することで減勢した遊技球が、前記遊技領域における前記減
勢部の位置より下流側に位置する入球口に入球し得るよう構成された
ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記台板部に前記減勢部が複数設けられ、
　前記庇状部には、所定の減勢部に接触して他の減勢部との間を通過した遊技球が入球可
能な入球口が設けられた請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　前記台板部に前記減勢部が複数設けられ、
　複数の前記減勢部は、正面視での外形が相違するよう設けられた請求項１または２記載
の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技球が流下可能な遊技領域が遊技盤の前面側に形成された遊技機に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ機等の遊技機は、パチンコ球が流下する遊技領域が前面側に形成される遊技盤
を備えている。ガイドレールに外周を囲まれる遊技領域の内側には、遊技盤の前面に植設
された多数の遊技釘が入賞装置や装飾体といった遊技部材の配設領域を避けて点在してい
る。これにより、遊技者の操作に応じて打ち出したパチンコ球は、遊技領域の入口を通じ
て遊技領域内に放出され、該遊技領域を流下する過程で遊技釘や遊技部材と接触して流下
方向に変化が与えられる。なお、遊技部材としては例えば、前後に開口する窓口が形成さ
れた枠状の装飾体が採用されることがある。この装飾体は、窓口内へパチンコ球が流入す
るのを防ぐための庇状部を備えており、遊技盤の略中央を前後に貫通する装着口に前側か
ら装着されて配設される。そして、遊技盤の後面側に配設した表示装置や可動装置等の演
出体が、遊技盤の装着口および装飾体の窓口を介して前方から視認し得るように構成され
る(例えば、特許文献１参照)。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－２２４０６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　遊技領域に弱く打ち出したパチンコ球は、遊技領域の入口に近接する側で庇状部の上面
に落下して、該庇状部の上面を打ち出し方向とは反対側へ転動した後に遊技領域の下流側
へ流下する。このため、遊技領域のうちパチンコ球が打ち出される打出し領域は、ガイド
レールと庇状部との間で比較的広く設けられる。ここで、打出し領域に多数の遊技釘を配
置してパチンコ球を減勢する場合には、遊技盤全体として必要な遊技釘の数が多くなって
部品コストがかかる等の問題がある。
【０００５】
　そこで本発明は、従来の技術に内在する前記問題に鑑み、これらを好適に解決するべく
提案されたものであって、必要な遊技釘の数を低減可能な遊技機を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を克服し、所期の目的を達成するため、本願請求項１に係る発明は、
　遊技球が流下する遊技領域(21)が前面側に形成される遊技盤(20)と、前記遊技領域(21)
を画成するガイド部(27)と、前記ガイド部(27)から離間して位置するよう前記遊技盤(20)
に配設された遊技部材(25)とを備え、前記遊技盤(20)の前面に配設された複数の遊技釘(2
8)が前記遊技領域(21)に位置するよう構成された遊技機において、
　前記遊技部材(25)は、
　前記遊技領域(21)を流下する遊技球の流下方向を規制可能な庇状部(61)と、
　前記遊技盤(20)の前面に支持されると共に、前記庇状部(61)から前記ガイド部(27)側へ
向けて延在して遊技球が前側を移動し得るよう設けられた台板部(67)と、
　前記遊技領域(21)において遊技球が打ち出される打出し領域に位置するよう前記台板部
(67)に設けられた減勢部(91,92,93)とを備え、
　前記減勢部(91,92,93)は、前記庇状部(61)に対して遊技球が通過可能な間隔で離間する
と共に前記台板部(67)から前方へ突出するよう設けられ、前記遊技盤(20)に交差する外周
面(91a,91b,91c,91d,92a,92b,92c,92d,93a,93b,93c,93d)に、前記遊技領域(21)の打出し
領域(90)に打ち出された遊技球と接触する接触面(91a,91d,92a,92d,93a,93b,93d)を有し
、
　前記減勢部(91,92,93)の接触面(91a,91d,92a,92d,93a,93b,93d)に接触することで減勢
された遊技球が、前記遊技領域(21)における前記減勢部(91,92,93)の位置より下流側に位
置する入球口(53a)に入球し得るよう構成されたことを要旨とする。
　請求項１に係る発明によれば、打出し領域に導かれた遊技球が入球口に至るまでの間に
、遊技部材の台板部に設けた減勢部によって該遊技球を減勢するよう構成した。このため
、遊技球を減勢するために打出し領域に多数の遊技釘を配設する必要がなくなり、遊技盤
全体として必要な遊技釘の数を低減させることができる。
【０００７】
　請求項２に係る発明は、
　前記台板部(67)に前記減勢部(91,92,93)が複数設けられ、
　前記庇状部(61)には、所定の減勢部(91,92)に接触して他の減勢部(91,92)との間を通過
した遊技球が入球可能な入球口(53a)が設けられたことを要旨とする。
　請求項２に係る発明によれば、遊技球を減勢部との接触により減勢した後に、庇状部に
設けた入球口に入球させることができる。
【０００８】
　請求項３に係る発明は、
　前記台板部(67)に前記減勢部(91,92,93)が複数設けられ、
　複数の前記減勢部(91,92,93)は、正面視での外形が相違するよう設けられたことを要旨
とする。
　請求項３に係る発明によれば、複数の減勢部を配設位置の相違毎に適した形状で形成す
ることができる。
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【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係る遊技機によれば、必要な遊技釘の数を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施例に係るパチンコ機を示す正面図である。
【図２】実施例に係る遊技盤を示す正面図である。
【図３】実施例に係る枠状装飾体を取り外した遊技盤の斜視図である。
【図４】実施例に係る枠状装飾体を前方から見た状態を示す分解斜視図である。
【図５】実施例に係る枠状装飾体を後方から見た状態を示す斜視図である。
【図６】実施例に係る枠状装飾体を庇状部における前後方向の中央で切断した状態を示す
要部拡大図であって、外レール、球戻り防止片、開閉取付部および特定装飾部材を二点鎖
線で示している。
【図７】実施例に係る設置部材と、前ユニット体および特定装飾部材との関係を示す分解
斜視図であり、上ユニット体および下ユニット体は図示省略してある。
【図８】実施例に係る前ユニット体および特定装飾部材を後方から見た状態を示す斜視図
である。
【図９】図２のＡ－Ａ線断面図である。
【図１０】実施例に係るパチンコ機の電気的な接続関係を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　次に、本発明に係る遊技機につき、好適な実施例を挙げて、添付図面を参照しながら以
下詳細に説明する。なお、遊技機としては、遊技球としてパチンコ球を用いて遊技が行わ
れるパチンコ機を例にして説明する。また、以下の説明において、「前」、「後」、「左
」、「右」とは、特に断りのない限り、図１に示すようにパチンコ機１０を前側(遊技者
側)から見た状態で指称する。
【実施例】
【００１２】
(パチンコ機１０について)
　実施例に係るパチンコ機１０は、図１に示すように、矩形枠状に形成されて遊技店の図
示しない設置枠台に固定される固定枠としての外枠１１の開口前面側に、後述する遊技盤
２０(図２参照)を着脱可能に保持する本体枠としての中枠１２が開閉および着脱可能に組
付けられると共に、遊技盤２０には、遊技に関する各種情報を表示可能な表示装置(図柄
表示装置)１７が配設されている。パチンコ機１０は、大当り遊技が付与されるか否か(大
当り抽選の結果)をこの表示装置１７の表示画面１７ａに表示される図柄変動演出によっ
て報知するようになっている。また、中枠１２の前面側には、遊技盤２０を透視可能に保
護する透明板１３ａで前後に開口する視認口１３ｂを覆うよう構成された前枠(装飾枠)１
３が開閉可能に組付けられると共に、該前枠１３の下方にパチンコ球を貯留する下球受け
皿１５が開閉可能に組付けられる。なお、実施例では、前枠１３の下部位置に、パチンコ
球を貯留する上球受け皿１４が一体的に組付けられており、前枠１３の開閉に合わせて上
球受け皿１４も一体的に開閉するよう構成される。
【００１３】
　中枠１２の前面側に設けられた下球受け皿１５の右側部には、該中枠１２に配設された
球発射装置(図示せず)を作動する操作ハンドル１６が設けられている。この操作ハンドル
１６は、左回転方向に付勢された操作レバー１６ａを備えており、遊技者が操作レバー１
６ａを右回転するように回動操作することで、球発射装置が作動されて上球受け皿１４に
貯留されたパチンコ球が遊技盤２０に向けて１個ずつ発射されるようになっている。ここ
で、球発射装置によるパチンコ球の打球力は操作レバー１６ａの回動量に応じて強弱変化
するよう構成されており、遊技者が操作レバー１６ａの回動量を調節することで、遊技盤
２０の前面側に形成される遊技領域２１の適宜位置にパチンコ球を導き得るようになって
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いる。
【００１４】
(遊技盤２０について)
　遊技盤２０は、パチンコ球が流下可能な遊技領域２１を前面側に形成する部材(遊技領
域形成部材)であって、アクリルやポリカーボネート等の合成樹脂材等からなる透明な平
板に形成されている。なお、遊技盤２０は、木材板によって全体を不透明に形成したもの
や、各種絵柄等が描かれた合成樹脂シート等を後面や前面に貼付けて少なくとも一部を不
透明に形成したものであってもよい。
【００１５】
　図３に示すように、遊技盤２０には、前後に貫通する装着口３４が適宜位置に開設され
、装着口３４に対応して各種の部材２５,２６,５７が配設されている(図２参照)。また、
遊技領域２１の最下部位置には、該遊技領域２１に打ち出されたパチンコ球を排出するア
ウト口２３が開設されている。遊技盤２０の後面には、前側に開口する箱状に形成された
設置部材１００が配設され(図７および図９参照)、該遊技盤２０の後面の略全体を覆って
いる。この設置部材１００の内側には、アウト口２３や装着口３４を通じて遊技盤２０の
後面側に誘導されたパチンコ球を排出するための後述する排出球通路３５(図８参照)が配
設されている。また、設置部材１００の後面には、図柄変動演出を行う演出手段としての
前記表示装置１７が配設され、表示画面１７ａが設置部材１００に形成された画面用開口
１００ａ(図７参照)および遊技盤２０の装着口３４を通じて機前方に臨むように構成され
ている。なお、設置部材１００の内部構造については後述する。
【００１６】
　図２に示すように、遊技盤２０の前面には、遊技領域２１の外周を画成する案内レール
２２が配設されている。案内レール２２は、遊技盤２０の前面左下部から右上部にかけて
円弧状に延在する外レール２２ａと、遊技盤２０の前面中央下部から左上部にかけて外レ
ール２２ａの内側に並んで延在する内レール２２ｂと、遊技領域２１の右側(外レール２
２ａの右上部および内レール２２ｂの右下部の間)を画成する右側区画部材２２ｃとから
構成され、外レール２２ａ、内レール２２ｂおよび右側区画部材２２ｃの夫々が、略円弧
状の内面によって遊技領域２１の外周の各部位を画成している。また、遊技領域２１の左
側方で並行する内レール２２ｂおよび外レール２２ａの間には、球発射装置から発射され
たパチンコ球を遊技領域２１まで案内する発射球通路３０が遊技盤２０の前面中央下部か
ら左上部に亘って画成されている。この発射球通路３０の上端は、打出口３１を介して遊
技領域２１と連通している。すなわち、球発射装置により打ち出されたパチンコ球は、発
射球通路３０を上方へ向けて通過して、該発射球通路３０の上端に位置する打出口３１か
ら遊技領域２１に放出される。打出口３１から遊技領域２１に放出されたパチンコ球は、
外レール２２ａによって打出口３１の指向方向への直線的な移動が規制されて遊技領域２
１の外周に沿って右側へ飛翔し、勢いを失ったところで外レール２２ａから下方へ離間し
て遊技領域２１を流下するようになっている。
【００１７】
　内レール２２ｂの上端部には、打出口３１を開閉する球戻り防止片３２を配設するため
の開閉取付部３３が設けられている。球戻り防止片３２は、弾性変形可能な薄い金属板に
より形成されており、下端側が開閉取付部３３に固定されている。そして、球戻り防止片
３２は、発射球通路３０を通過するパチンコ球の衝突を受けた場合に遊技領域２１側(開
位置)に弾性変形して、打出口３１からのパチンコ球の放出を許容する。一方で球戻り防
止片３２は、遊技領域２１から発射球通路３０へ戻ろうとするパチンコ球が当接した場合
に自由端が外レール２２ａに当接して、遊技領域２１から打出口３１へのパチンコ球の流
入を防ぐよう構成されている。また、遊技盤２０の前面における外レール２２ａの右端部
との隣接位置には、外レール２２ａに沿って飛翔したパチンコ球の衝突を受けて該パチン
コ球の勢いを低減させる緩衝部材(右打ちゴム)２４が配設されている(図２参照)。なお、
以下の説明では、外レール２２ａのうち打出口３１および緩衝部材２４の間に位置する部
位を「ガイド部２７」と指称することがある。すなわち、ガイド部２７は、打出口３１か
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ら放出されて飛翔するパチンコ球を遊技領域２１の上縁に沿って案内するよう機能してい
る。また、以下の説明では、打出口３１から放出されたパチンコ球がガイド部２７に沿っ
て飛翔して緩衝部材２４に衝突するまでのパチンコ球の軌道を「飛翔経路Ｈ」と指称する
ことがある。
【００１８】
　図２に示すように、遊技盤２０の前面には、前後に開口する窓口(開口部)２５ａが形成
された枠状装飾体２５が、遊技領域２１の略中央を含む広範囲で開口する第１装着口３４
ａ(図３参照)に対応して前側から取り付けられ、表示装置１７の表示画面１７ａが枠状装
飾体２５の窓口２５ａを通じて前方から視認し得ると共に、設置部材１００に配設された
後述する演出手段１０１,１１１,１２１,１３１(図２および図７参照)が枠状装飾体２５
の窓口２５ａを通じて前方から視認できるように構成されている。ここで、遊技領域２１
は、枠状装飾体２５が遊技盤２０の前面に配設されることで、枠状装飾体２５の左側を流
下するパチンコ球の移動経路となる第１流下領域２１ａと、枠状装飾体２５の右側を流下
するパチンコ球の移動経路となる第２流下領域２１ｂとに区画されている。なお、実施例
では、第２流下領域２１ｂにおける始端から終端までの略全域が、同時に複数個のパチン
コ球が通過し得ない通路幅(パチンコ球の直径以上かつ該パチンコ球の直径の２倍未満と
なる幅寸法)に形成されている。そして、遊技盤２０の前面には、多数の遊技釘２８が第
１流下領域２１ａ内に位置するよう配設されると共に、遊技領域２１を流下するパチンコ
球の接触に伴って回転する所謂「風車」とも称される回転案内具２９が第１流下領域２１
ａ(枠状装飾体２５の左側方)に回転自在に支持されており、遊技領域２１のうち第１流下
領域２１ａを流下するパチンコ球が遊技釘２８や回転案内具２９に接触することで、該パ
チンコ球の流下方向が不規則に変化するよう構成されている。
【００１９】
　また、実施例のパチンコ機１０は、パチンコ球が入球可能な入球口５１ａ,５２ａ,５３
ａ,５４ａ,５５ａ,５６ａ,５７ａを有する入球部５１,５２,５３,５４,５５,５６,５７が
全て第１流下領域２１ａに設けられており、第２流下領域２１ｂを流下するパチンコ球は
入球口５１ａ,５２ａ,５３ａ,５４ａ,５５ａ,５６ａ,５７ａに入球することなくアウト口
２３から排出されるようになっている。すなわち、当該パチンコ機１０で遊技を行う場合
、打球力を調節して第１流下領域２１ａの上流領域(後述する打出し領域９０)にパチンコ
球を打ち出す形態が、遊技者が採り得る遊技形態として最も好適となる。
【００２０】
(入球部５１,５２,５３,５４,５５,５６,５７について)
　次に、遊技領域２１に設けられた各種の入球部５１,５２,５３,５４,５５,５６,５７に
ついて説明する。実施例の枠状装飾体２５は、前記入球部として、特別入賞部５３,５４
、ゲート部５５、第１普通入賞部(普通入賞樋)５６を備えている。そして、上特別入賞部
５３に設けられてパチンコ球が入賞(入球)可能な上特別入賞口５３ａと、下特別入賞部５
４に設けられてパチンコ球が入賞(入球)可能な下特別入賞口５４ａと、ゲート部５５に設
けられてパチンコ球が通過(入球)可能なゲート口５５ａと、第１普通入賞部５６に設けら
れてパチンコ球が入賞(入球)可能な第１普通入賞口５６ａとが、第１流下領域２１ａの各
部位に臨むように夫々位置している(図２参照)。また、枠状装飾体２５の下方には、図示
しない装着口に始動入賞ユニット２６が前側から取り付けられ、この始動入賞ユニット２
６には、パチンコ球が入賞(入球)可能な第１始動入賞口５１ａを有する入球部としての第
１始動入賞部５１と、パチンコ球が入賞(入球)可能な第２始動入賞口５２ａを有する入球
部としての第２始動入賞部５２とが設けられて、各始動入賞口５１ａ,５２ａが第１流下
領域２１ａの下流領域に臨んでいる。更に、枠状装飾体２５の左下方(始動入賞ユニット
２６の左方)で開口する第２装着口３４ｂ(図３参照)には、普通入賞口５７ａを有する入
球部としての第２普通入賞部(普通入賞樋)５７が後方から挿通されて配設され、遊技盤２
０の前面より前方に突出する第２普通入賞部５７の前端部に設けられた第２普通入賞口５
７ａが第１流下領域２１ａに臨むように位置している。これにより、第１流下領域２１ａ
を流下するパチンコ球が、始動入賞口５１ａ,５２ａ、特別入賞口５３ａ,５４ａ、ゲート
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口５５ａ、普通入賞口５６ａ,５７ａに入球し得る一方、第２流下領域２１ｂを流下する
パチンコ球は各入球口５１ａ,５２ａ,５３ａ,５４ａ,５５ａ,５６ａ,５７ａに入球し得な
いよう構成されている。
【００２１】
(第１および第２始動入賞部５１,５２について)
　図２に示すように、前記第１始動入賞部５１の上端部には、第１流下領域２１ａ内で常
に上方へ開口する第１始動入賞口５１ａが設けられている。また、第１始動入賞部５１の
下側に設けられる前記第２始動入賞部５２には、パチンコ球が入賞可能な開状態および入
賞不能な閉状態に変化する第２始動入賞口５２ａが設けられている。ここで、遊技盤２０
の後面側には、第１始動入賞口５１ａに入賞したパチンコ球を検出する入賞検出手段とし
ての第１始動入賞検出センサＳＥ１と、第２始動入賞口５２ａに入賞したパチンコ球を検
出する第２始動入賞検出センサＳＥ２とが配設されている(図８および図１０参照)。各始
動入賞検出センサＳＥ１,ＳＥ２は、パチンコ機１０に配設された遊技制御手段としての
主制御基板８１(図１０参照)と電気的に接続され、パチンコ球を検出した場合に検出信号
を主制御基板８１に入力するようになっている。そして、パチンコ機１０は、第１始動入
賞検出センサＳＥ１および第２始動入賞検出センサＳＥ２によるパチンコ球の検出を契機
として、規定個数の賞球を払い出すように構成されている。ここで、主制御基板８１は、
第１始動入賞検出センサＳＥ１および第２始動入賞検出センサＳＥ２によるパチンコ球の
検出を契機として、大当り遊技(当り遊技)を付与するか否かの大当り抽選(特図当り判定
、大当り判定)を行うよう構成されている。そして、パチンコ機１０に配設された演出制
御手段としての演出制御基板８２が、主制御基板８１からの制御信号に基づいて、大当り
抽選(特図当り判定)の結果を示す図柄変動演出(演出用の装飾図柄(飾図)の変動表示を含
む表示演出)を表示装置１７の表示画面１７ａに表示させるようになっている。また、第
２始動入賞部５２は、第２始動入賞口５２ａを左右一対の始動用開閉部材５２ｂによって
開閉するよう構成されており、駆動手段としての始動入賞ソレノイドＳＬ１の駆動に伴っ
て始動用開閉部材５２ｂが第２始動入賞口５２ａを閉鎖する閉鎖位置と開放する開放位置
とに変位するよう構成されている。なお、第２始動入賞口５２ａは、後述する球通過検出
センサＳＥ７による検出を契機として主制御基板８１が行う普図当り抽選において当選し
た場合に付与される普図当り遊技において開放されるようになっている。
【００２２】
(上特別入賞部５３について)
　前記上特別入賞部５３は、図５および図６に示すように枠状装飾体２５の上部に設けら
れている。この上特別入賞部５３には、パチンコ球が入賞可能な上特別入賞口５３ａが左
方へ向けて開口するよう形成されており、該上特別入賞口５３ａが上特別用開閉部材５３
ｂによって開状態および入賞不能な閉状態に変化するよう構成されている。なお、上特別
入賞部５３における第１流下領域２１ａに臨む左側面は、枠状装飾体２５の後述する庇状
部６１により構成されている。また、上特別入賞部５３は、上特別入賞口５３ａに連通す
る上入賞通路５３ｃが内側に画成された上ベース体Ｂ１を備えており、該上ベース体Ｂ１
が枠状装飾体２５の窓口２５ａに形成された後述する上取付部６８(図４および図５参照)
に配設されている。ここで、上ベース体Ｂ１(図５および図６参照)には、上特別入賞口５
３ａに入賞したパチンコ球を検出する入賞検出手段としての上特別入賞検出センサＳＥ３
(図６および図１０参照)が配設されている。上特別入賞検出センサＳＥ３は、主制御基板
８１と電気的に接続されており、パチンコ球を検出した場合に検出信号を主制御基板８１
に入力するようになっている。そして、パチンコ機１０は、上特別入賞検出センサＳＥ３
によるパチンコ球の検出を契機として、規定個数の賞球を払い出すように構成されている
。
【００２３】
　また、上特別入賞部５３には、大当り抽選の結果として大当りが発生した場合に上特別
入賞口３４ａを開閉する上特別用開閉部材５３ｂが設けられている(図６参照)。上特別用
開閉部材５３ｂは、上特別入賞部５３(上ベース体Ｂ１)に配設された駆動手段としての上
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特別入賞ソレノイドＳＬ２(図１０参照)に連繋されている。上特別入賞ソレノイドＳＬ２
は、主制御基板８１と電気的に接続されており、該主制御基板８１が上特別入賞ソレノイ
ドＳＬ２を駆動することで、上特別用開閉部材５３ｂが上特別入賞口５３ａへのパチンコ
球の入賞を阻止する閉鎖位置と該上特別入賞口５３ａへのパチンコ球の入賞を許容する開
放位置との間を移動するよう構成される。なお、上特別入賞部５３は、上特別用開閉部材
５３ｂにより上特別入賞口５３ａを常には閉鎖する(入賞不能状態とする)よう構成され、
大当り遊技の発生に伴って上特別入賞口５３ａを開放する(入賞可能状態とする)よう構成
されている。すなわち、上特別入賞部５３は、大当り遊技状態(特別遊技状態)で開放可能
な可変入賞手段として機能する。なお、実施例では、大当り遊技中に上特別入賞口５３ａ
および下特別入賞口５４ａのうち何れかを開放するラウンド遊技を規定回数行うようにな
っている。各ラウンド遊技は、開放する特別入賞口５３ａ,５４ａに予め定めた上限個数
のパチンコ球が入賞するか、またはラウンド遊技の最大継続時間が経過することに応じて
、終了するように設定されている。そして、実施例のパチンコ機１０は、この規定回数の
ラウンド遊技のうち予め定めた特定回数目を除いた各ラウンド遊技において上特別入賞口
５３ａを開放するよう構成されている。
【００２４】
　上特別入賞口５３ａに入賞したパチンコ球は、上ベース体Ｂ１の内側に画成された前記
上入賞通路５３ｃを通過する過程で上特別入賞検出センサＳＥ３に検出されるようになっ
ている。ここで、図６に示すように、枠状装飾体２５の後方位置(設置部材１００の内部
空間)には、窓口２５ａを横切るように延在する筒状の横断部３７(図２参照)が配設され
ており、この横断部３７の内部に右側へ下方傾斜するよう形成された内部通路(図示せず)
の上流端(左端)が、上特別入賞部５３に接続されて上入賞通路５３ｃの下流端と連通して
いる。また、この横断部３７の下流端(右端)は、後述する装飾パネル６４の後方に位置し
ており、後方位置(設置部材１００の内部空間)に設けられた排出球通路３５(より具体的
には、後述する上特別排出球通路３５ｃ(図６参照))の上流端に内部通路が連通している
。すなわち、上特別入賞部５３の上入賞通路５３ｃを通過したパチンコ球は、横断部３７
の内部通路を通過し、更に、上特別排出球通路３５ｃを通過して機外へ排出されるように
なっている。
【００２５】
　ここで、図２に示すように、枠状装飾体２５の窓口２５ａは、正面視において横断部３
７により上下に区切られている。そして、窓口２５ａにおける横断部３７で区切られた下
側には、表示画面１７ａが後方から臨んでいる。また、窓口２５ａにおける横断部３７で
区切られた上側には、設置部材１００に配設された後述する上ユニット体１０１が後方か
ら臨んでいる。
【００２６】
(下特別入賞部５４について)
　前記下特別入賞部５４は、図５および図６に示すように枠状装飾体２５の左側部に設け
られている。この下特別入賞部５４には、パチンコ球が入賞可能な下特別入賞口５４ａが
左方へ向けて開口するよう形成されており、該下特別入賞口５４ａが下特別用開閉部材５
４ｂによって開状態および入賞不能な閉状態に変化するよう構成されている。なお、下特
別入賞部５４における第１流下領域２１ａに臨む左側面は、枠状装飾体２５の後述する庇
状部６１により構成されている。また、下特別入賞部５４は、下入賞通路５４ｃ(後述)お
よび特定入球通路(後述)が内部に形成された下ベース体Ｂ２を備えており、該下ベース体
Ｂ２が枠状装飾体２５の窓口２５ａに形成された後述する左取付部６９(図４および図５
参照)に配設されている。
【００２７】
　ここで、下ベース体Ｂ２には、下特別入賞口５４ａに連通する下入賞通路５４ｃと、該
下入賞通路５４ｃの途中から分岐する特定入球通路(特定の入球領域)５４ｄとが形成され
ている。そして、下ベース体Ｂ２には、下特別入賞口５４ａに入賞したパチンコ球を検出
する入賞検出手段としての下特別入賞検出センサＳＥ４が配設されている。この下特別入
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賞検出センサＳＥ４は、下入賞通路５４ｃのうち特定入球通路５４ｄが接続された部分よ
りも上流側(下特別入賞口５４ａ側)に位置し、該下入賞通路５４ｃを通過するパチンコ球
を検出するよう設けられている。また、下特別入賞検出センサＳＥ４は、主制御基板８１
と電気的に接続されており、パチンコ球を検出した場合に検出信号を主制御基板８１に入
力するようになっている。そして、パチンコ機１０は、下特別入賞検出センサＳＥ４によ
るパチンコ球の検出を契機として、規定個数の賞球を払い出すように構成されている。
【００２８】
　また、下特別入賞部５４には、大当り抽選の結果として大当りが発生した場合に下特別
入賞口３４ａを開閉する下特別用開閉部材５４ｂが設けられている。下特別用開閉部材５
４ｂは、下特別入賞部５４(下ベース体Ｂ２)に配設された駆動手段としての下特別入賞ソ
レノイドＳＬ３(図１０参照)に連繋されている。下特別入賞ソレノイドＳＬ３は、主制御
基板８１と電気的に接続されており、該主制御基板８１が下特別入賞ソレノイドＳＬ３を
駆動することで、下特別用開閉部材５４ｂが下特別入賞口５４ａへのパチンコ球の入賞を
阻止する閉鎖位置と該下特別入賞口５４ａへのパチンコ球の入賞を許容する開放位置との
間を移動するよう構成される。なお、下特別入賞部５４は、下特別用開閉部材５４ｂによ
り下特別入賞口５４ａを常には閉鎖する(入賞不能状態とする)よう構成され、大当り遊技
の発生に伴って下特別入賞口５４ａを開放する(入賞可能状態とする)よう構成されている
。すなわち、下特別入賞部５４は、大当り遊技状態(特別遊技状態)で開放可能な可変入賞
手段として機能する。なお、実施例では、大当り遊技中に行われる規定回数のラウンド遊
技のうち予め定めた特定回数目のラウンド遊技において下特別入賞口５４ａを開放するよ
う構成されている。
【００２９】
　更に、下特別入賞部５４(下ベース体Ｂ２)には、特定入球通路５４ｄの入口を通過した
パチンコ球を検出する入球検出手段としての特定領域入球検出センサＳＥ５(図１０参照)
が配設されている。この特定領域入球検出センサＳＥ５は、特定入球通路５４ｄにおける
入口近傍に位置するよう設けられている。また、特定領域入球検出センサＳＥ５は、主制
御基板８１と電気的に接続されており、パチンコ球を検出した場合に検出信号を主制御基
板８１に入力するようになっている。そして、パチンコ機１０は、特定領域入球検出セン
サＳＥ５によるパチンコ球の検出を契機として、主制御基板８１が所定の特典を付与する
こと(具体的には、大当り抽選の当選確率が向上する確変状態を大当り遊技の終了後に付
与すること)を決定するように構成されている。
【００３０】
　更にまた、下特別入賞部５４(下ベース体Ｂ２)には、図６に示す如く、下入賞通路５４
ｃの途中から特定入球通路５４ｄへ向けたパチンコ球の移動を阻害する第１姿勢(前側の
突出位置)および許容する第２姿勢(後側の退避位置)に変位可能な案内体(可変部材)５４
ｅが設けられている。案内体５４ｅは、下特別入賞部５４(下ベース体Ｂ２)に配設された
駆動手段としての切替えソレノイドＳＬ４(図１０参照)に連繋されている。切替えソレノ
イドＳＬ４は、主制御基板８１と電気的に接続されており、該主制御基板８１が切替えソ
レノイドＳＬ４を駆動することで、案内体５４ｅを第１姿勢および第２姿勢に変位させる
よう構成されている。案内体５４ｅは、常には第１姿勢に保持されており、切替えソレノ
イドＳＬ４が大当り遊技中に駆動制御されることで、案内体５４ｅが大当り遊技中に第２
姿勢に変位するようになっている。
【００３１】
　ここで、実施例の下特別入賞部５４(下ベース体Ｂ２)には、案内体５４ｅの位置(第１
姿勢または第２姿勢)を検出可能な位置検出センサＳＥ６(図５および図１０参照)が備え
られている。この位置検出センサＳＥ６は、主制御基板８１と電気的に接続されており、
案内体５４ｅが第２姿勢に位置する状態を検出した場合に検出信号を主制御基板８１に入
力するようになっている。そして、パチンコ機１０は、主制御基板８１が切替えソレノイ
ドＳＬ４を駆動制御していない期間に位置検出センサＳＥ６からの検出信号を入力したこ
とを契機として、所定の報知手段(例えば、表示装置１７等)にエラー報知を実行させるよ



(10) JP 2017-169634 A 2017.9.28

10

20

30

40

50

うになっている。
【００３２】
　また、下特別入賞部５４の下入賞通路５４ｃは、図６に示すように、上流端(下特別入
賞口５４ａ)から特定入球通路５４ｄの入口に至るまでの部分が蛇行状に形成され、かつ
複数個のパチンコ球が同時に通過し得ない幅寸法の通路に形成されている。これにより、
下特別入賞部５４(下ベース体Ｂ２)の上下寸法をコンパクトにしつつ、下特別入賞口５４
ａに入賞したパチンコ球が特定入球通路５４ｄの入口に到達するまでには必ず所定の時間
がかかるように構成されている。ここで、実施例のパチンコ機１０では、付与可能な大当
り遊技が複数種類設定されており、各大当り遊技では特定回数目のラウンド遊技の開始タ
イミング(すなわち、下特別用開閉部材５４ｂが開放するタイミング)で案内体５４ｅが第
１姿勢から第２姿勢に変位するよう切替えソレノイドＳＬ４の駆動開始タイミングが共通
化してある。この場合に、大当り遊技の種類によって特定入球通路５４ｄへのパチンコ球
の入球し易さ(確変状態が付与される確率)に明確な差を設けるために、所定の大当り遊技
では、下特別入賞口５４ａに入賞したパチンコ球が特定入球通路５４ｄの入口に到達する
までに必要な所定の時間よりも長い時間に亘って案内体５４ｅを第２姿勢に維持するよう
にして特定入球通路５４ｄへの入球を容易にする一方、他の大当り遊技では、下特別入賞
口５４ａに入賞したパチンコ球が特定入球通路５４ｄの入口に到達するまでに必要な所定
の時間よりも短い時間だけ案内体５４ｅを第２姿勢に維持することで特定入球通路５４ｄ
への入球を極めて困難にしている。
【００３３】
(ゲート部５５について)
　前記ゲート部５５は、図２および図６に示すように枠状装飾体２５の左側部に設けられ
ている。このゲート部５５は、枠状装飾体２５の後述する台板部(第１台板部)６５の前面
から前方へ突出するよう設けられ、パチンコ球が通過可能なゲート口５５ａが上下に貫通
するよう設けられている。また、ゲート部５５の下面には、図６に示すように、ゲート口
５５ａを通過したパチンコ球を誘導する誘導片５５ｂが設けられている。この誘導片５５
ｂは、ゲート部５５の下面のうちでゲート口５５ａよりも左側から下方へ向けて延出する
と共に延出端に近づくほど右側に偏倚して、延出端がゲート口５５ａの直下に位置するよ
う設けられている。そして、ゲート口５５ａを通過したパチンコ球を下特別入賞口５４ａ
が位置する側へ向けて誘導するようになっている。
【００３４】
　ゲート部５５には、ゲート口５５ａを通過するパチンコ球を検出する球通過検出センサ
ＳＥ７(図６および図１０参照)が設けられている。この球通過検出センサＳＥ７は、主制
御基板８１と電気的に接続されており、該球通過検出センサＳＥ７から主制御基板８１へ
の球検出信号の入力(すなわち球通過検出センサＳＥ７のパチンコ球の検出)に伴って各種
情報(後述する普図当り判定用乱数)が取得され、この取得した情報に基づいて普図当り抽
選(普図当り判定)が行われるよう構成されている。そして、この普図当り抽選の結果に応
じて第２始動入賞部５２の始動入賞ソレノイドＳＬ１が駆動制御されて始動用開閉部材５
２ｂが開閉動作するようになっている。
【００３５】
(普通入賞部５６,５７について)
　遊技領域２１(流下領域２１ａ,２１ｂ)には、枠状装飾体２５の下端部に設けられた第
１普通入賞部５６と、第２装着口３４ｂに後方から挿通されて遊技盤２０の前面より前方
へ突出するよう設けられた第２普通入賞部５７とが配設されている。第２普通入賞部５７
は、前後に延在する樋状部材であって、前端部に第２普通入賞口５７ａが第１流下領域２
１ａで上方へ開口するよう設けられている。そして、第２普通入賞口５７ａに入賞したパ
チンコ球を第２装着口３４ｂを介して遊技盤２０の後方へ案内するよう構成されている。
この第２普通入賞部５７は、遊技盤２０の後面側に配設された演出手段の１つである前ユ
ニット体１２１(図７参照)から前方へ突出するよう設けられ、前端部が先窄まりに形成さ
れることで、第２装着口３４ｂへの挿入が容易とされている。なお、枠状装飾体２５に設



(11) JP 2017-169634 A 2017.9.28

10

20

30

40

50

けられた第１普通入賞部５６の形状は、前述した普通入賞部５７のうち遊技盤２０の前面
から突出する部分の形状と同じ先窄まりの形状とされている。これら複数の普通入賞部５
６,５７は、前後に延在する樋状に形成され、上方に開口する普通入賞口５６ａ,５７ａで
受けたパチンコ球を遊技盤２０の後面側へ誘導するよう構成されている。ここで、パチン
コ機１０は、普通入賞口５６ａ,５７ａに入賞したパチンコ球を検出する普通入賞検出セ
ンサＳＥ８(図８および図１０参照)を遊技盤２０の後面側(前ユニット体１２１)に備えて
いる。普通入賞検出センサＳＥ８は、主制御基板８１と電気的に接続されており、普通入
賞検出センサＳＥ８がパチンコ球を検出すると、検出信号を主制御基板８１に出力し、該
主制御基板８１の制御下に規定個数の賞球が払い出されるようになっている。
【００３６】
(枠状装飾体２５について)
　次に、枠状装飾体２５の構成について図２～図７を参照して以下詳細に説明する。
【００３７】
　枠状装飾体２５は、ポリカーボネート等の透明な合成樹脂材により形成された透明部材
であって、第１装着口３４ａより小さな開口形状の窓口２５ａが前後に貫通するように形
成されている。そして、枠状装飾体２５は、ガイド部２７(案内レール２２)から離間して
位置するよう遊技盤２０の前面における第１装着口３４ａとの対応位置に配設されている
。これにより、実施例のパチンコ機１０は、第１装着口３４ａの前方に位置する窓口２５
ａを通じて、遊技盤２０の後側に位置する図柄表示装置１７の表示画面１７ａや各種の演
出手段１０１,１１１,１２１,１３１等を前方から視認し得るように構成されている。
【００３８】
　この枠状装飾体２５の前面には、窓口２５ａを囲う環状の前面突壁(後述する庇状部６
１および防壁部６２)が前方に延出するよう設けられている(図４参照)。前面突壁６１,６
２は、遊技盤２０の前面より前方に突出するように設けられ、遊技領域２１を流下するパ
チンコ球と接触することで該パチンコ球の流下方向を規制して、窓口２５ａの内側にパチ
ンコ球が流入するのを防いでいる。ここで、前面突壁６１,６２は、枠状装飾体２５の上
部から左下部および右下部まで延在する庇状部６１と、この庇状部６１の左端および右端
を繋ぐように延在する防壁部６２とにより構成されている。なお、実施例では、前面突壁
６１,６２のうちで、最上端に位置する頂部６１Ｔから左下方に延在して下特別入賞部５
４(図２参照)の下側を覆う部分まで、および頂部６１Ｔから右下方に延在して後述する装
飾パネル６４(図４参照)の下側を覆う部分までを、遊技領域２１(第１流下領域２１ａお
よび第２流下領域２１ｂ)を流下するパチンコ球の流下方向を規制可能な庇状部６１とし
、この庇状部６１の右下端から上方へ延在した後に左方へ延在して庇状部６１の左下端に
連なる部分を、窓口２５ａへ向けた下方からのパチンコ球の飛び込みを防止する防壁部６
２とする。また、枠状装飾体２５には、図４に示すように、庇状部６１の前面(突出端面)
に該庇状部６１を装飾する庇飾り６３がネジにより取着されている。
【００３９】
　図２および図６に示すように、庇状部６１は、上端に位置する頂部６１Ｔから左側へ延
在する部分が、開閉取付部３３へ向けて階段状に下方傾斜した後に、表示画面１７ａの下
部の高さ位置まで垂下し、更に下特別入賞部５４を下方から覆うよう設けられている。そ
して、この頂部６１Ｔから左側に延在する部分が、案内レール２２(外レール２２ａおよ
び内レール２２ｂ)との間に第１流下領域２１ａ(但し、下流側は除く)を画成している。
なお、前述した始動入賞ユニット２６が位置する第１流下領域２１ａの下流側は、前述し
た前面突壁を構成する防壁部６２と、案内レール２２(内レール２２ｂ)との間に画成され
ている。ここで、庇状部６１には、頂部６１Ｔから左側へ延在する部分に、上特別入賞口
５３ａと、下特別入賞口５４ａとが開設されている。上特別入賞口５３ａおよび下特別入
賞口５４ａは、上特別用開閉部材５３ｂおよび下特別用開閉部材５４ｂにより常には閉鎖
状態とされており、該上特別用開閉部材５３ａおよび下特別用開閉部材５４ｂが閉鎖状態
において庇状部６１と連なってパチンコ球の窓口２５ａ内への流入(具体的には、特別入
賞部５３,５４内への流入)を防ぐようになっている。また、庇状部６１は、頂部６１Ｔか
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ら右側へ延在する部分が、緩衝部材２４へ向けて緩やかな湾曲状に下方傾斜した後に、案
内レール２２(右側区画部材２２ｃ)の左側面に沿う形状に湾曲して後述する装飾パネル６
４(図４参照)を右方および下方から覆うよう設けられている。そして、庇状部６１におけ
る頂部６１Ｔから右側に延在する部分が、案内レール２２(右側区画部材２２ｃ)との間に
パチンコ球が一列で流下可能な第２流下領域２１ｂを画成している。
【００４０】
　また、枠状装飾体２５には、図２および図４に示すように、遊技盤２０の前面に支持さ
れると共に前面突壁(庇状部６１および防壁部６２)の後端部からガイド部２７側(外方)へ
向けて(遊技領域２１の外周側へ向けて)延出する台板部６５,６６,６７が設けられている
。枠状装飾体２５は、台板部６５,６６,６７の後面が遊技盤２０の前面に当接した状態で
該遊技盤２０に支持され、該支持された部分の複数個所をネジ等の固定手段により遊技盤
２０の前面に固定することで遊技盤２０に配設されている。この台板部６５,６６,６７は
薄板状に形成されており、遊技領域２１を流下するパチンコ球が当該台板部６５,６６,６
７の前側へと移動し得るようになっている。すなわち、遊技領域２１を流下するパチンコ
球は、遊技盤２０の前側から台板部６５,６６,６７の前側へと移動し得る一方で、台板部
６５,６６,６７の前側から窓口２５ａ内への移動が庇状部６５,６６,６７および開閉部材
５３ｂ,５４ｂによって規制される。
【００４１】
　図４に示すように、枠状装飾体２５の左側部には、庇状部６１の後端部から左方へ延出
する前記台板部としての第１台板部６５が設けられており、この第１台板部６５には、前
述したゲート部５５が前方へ向けて突出するよう設けられている。また、枠状装飾体２５
の下部には、防壁部６２の後端部から下方へ延出する前記台板部としての第２台板部６６
が設けられている。なお、実施例では防壁部６２および第２台板部６６を連設したが、防
壁部６２および第２台板部６６の間にパチンコ球が一時的に滞留する転動領域(ステージ)
を設けてもよい。
【００４２】
　更に、枠状装飾体２５には、図４に示すように、庇状部６１のうちで窓口２５ａの上側
全体および右側全体を囲う部分の後端部から案内レール２２へ向けて延出する第３台板部
６７が設けられている。この第３台板部６７は、図２に示すように、第２流下領域２１ｂ
に位置する範囲では、庇状部６１から案内レール２２へ向けた延出寸法が概ねパチンコ球
の直径程度に形成されている。一方で、第１流下領域２１ａに位置する範囲では、案内レ
ール２２へ向けた延出寸法がパチンコ球の直径の２倍以上(実施例では、最大で７．０ｃ
ｍ程度)に形成されている。このように、第３台板部６７は、第１流下領域２１ａに位置
する範囲(前面で第１流下領域２１ａを画成している部分)が上下に大きく形成されている
。そして、この第３台板部６７には、第１流下領域２１ａ(具体的には、後述する打出し
領域９０)に臨む部分の前面に、パチンコ球を減勢するための突部９１,９２,９３および
減勢面部９４が設けられている。なお、突部９１,９２,９３および減勢面部９４について
は後述する。
【００４３】
　図２および図６に示すように、第３台板部６７は、外縁(上縁)がガイド部２７と上下に
対向している。この第３台板部６７の外縁は、打出口３１と近接する左端部ではパチンコ
球の直径以上にガイド部２７から下方へ離間しており、第２流下領域２１ｂが位置する右
側へ向かうにつれてガイド部２７に近接して、庇状部６１の頂部６１Ｔの上方位置ではガ
イド部２７との離間寸法がパチンコ球の半径程度となっている。このため、パチンコ球が
打出口３１から放出されてガイド部２７に沿う前記飛翔経路Ｈを飛翔する際に、第３台板
部６７の外縁によって下方から支持されることで飛翔経路Ｈから下方への離脱が規制され
て、該パチンコ球が第２流下領域２１ｂ側へと誘導され易くなる。すなわち、実施例では
、パチンコ球を第１流下領域２１ａの適宜位置で庇状部６１側(上特別入賞口５３ａ側)に
落下させることができるか否かに面白味を持たせている。
【００４４】
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　また、第３台板部６７のうち第２流下領域２１ｂに位置する部分の外縁は、案内レール
２２に対してパチンコ球の半径以下の間隔を概ね維持しながら該案内レール２２に沿うよ
う延在している。すなわち、第２流下領域２１ｂを流下するパチンコ球は、第３台板部６
７の前面と常に接触し得る状態でアウト口２３まで流下するようになっている。このため
、第３台板部６７の前面の形状や素材を設計変更するだけで、第２流下領域２１ｂを流下
するパチンコ球が遊技領域２１外に排出されるまでの時間を容易に調整できるようになっ
ている。
【００４５】
　図４および図５に示すように、枠状装飾体２５には、庇状部６１の後端部から内方へ向
けて(窓口２６ａ内へ向けて)延出する取付部６８,６９,７０が設けられている。実施例で
は、枠状装飾体２５の上部に位置する上取付部６８と、枠状装飾体２５の左側部に位置す
る左取付部６９と、枠状装飾体２５の右側部に位置する右取付部７０とが枠状装飾体２５
に設けられている。そして、上取付部６８には、前記上特別入賞部５３の上ベース体Ｂ１
が取り付けられると共に、左取付部６９には、前記下特別入賞部５４の下ベース体Ｂ２が
取り付けられ、また右取付部７０には、前面に装飾が表示された立体的な装飾パネル６４
が前側から取り付けられている。各取付部６８,６９,７０は、前述した台板部６５,６６,
６７と略同一の板厚であって、当該台板部６５,６６,６７と略同じ前後位置に延在するよ
う設けられている。なお、左取付部６９に取り付けられる下ベース体Ｂ２の右側面には、
窓口２５ａを挟む反対側(窓口２５ａの右側に位置する後述する前ユニット体１２１)から
照射される光を反射する反射部材７２が配設されている。この反射部材７２は、窓口２５
ａ側を向く右面に凹凸が形成されており、反射した光を広範囲に拡散するよう構成されて
いる。
【００４６】
　ここで、装飾パネル６４は、図４に示すように、右取付部７０の前面を覆うように取り
付けられることで、遊技盤２０の前面の延在位置より前側に位置するようになっている。
すなわち、装飾パネル６４を遊技者に近い側に設けることで、パチンコ機１０の装飾効果
が高められている。なお、装飾パネル６４には、図２に示すように、大当り遊技が付与さ
れる期待感を示唆可能な文字情報を示す複数の第１装飾部６４ａと、この第１装飾部６４
ａの周囲に形成されて当該パチンコ機１０のモチーフに関連するキャラクタを示す第２装
飾部６４ｂとが、前方から視認可能に設けられている。そして、第１装飾部６４ａおよび
第２装飾部６４ｂが、設置部材１００の内部に配設された発光体基板１２５(後述)から前
方へ向けた光照射を受けるように構成されている。
【００４７】
　図５に示すように、枠状装飾体２５の後面には、環状の後面突壁７１が後方に延出する
よう設けられている。後面突壁７１の外周面は、大部分で遊技盤２０の第１装着口３４ａ
の開口縁形状と対応して該第１装着口３４ａの内周面と近接位置で対向するよう設けられ
ている。すなわち、後面突壁７１は、遊技盤２０の前面に枠状装飾体２５を配設する際に
第１装着口３４ａとの位置合わせが可能な位置合わせ片として機能している。この後面突
壁７１は、枠状装飾体２５を正面視した状態で、左側部(下特別入賞部５４の配設位置)を
除く略全体が窓口２５ａの開口縁よりも外周側に位置する(すなわち、台板部６５,６６,
６７の後方に位置する)ように設けられている。すなわち、後面突壁７１は、窓口２５ａ
を通じて台板部６５,６６,６７の後方領域を斜めに覗き込んで視認することの妨げになら
ない位置に設けられており、遊技盤２０の後面側で表示画面１７ａの周囲に設けられる各
種の演出手段１０１,１１１,１２１,１３１(後述)を窓口２５ａの前方から広範囲に亘っ
て視認し得るようになっている。また、後面突壁７１が台板部６５,６６,６７の後面にお
いて環状に連なるように設けられることで、枠状装飾体２５(台板部６５,６６,６７)の剛
性が高められている。
【００４８】
(打出し領域９０について)
　窓口２５ａと遊技領域２１(第１流下領域２１ａ)とを区画する前記庇状部６１は、図４
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に示すように、枠状装飾体２５において第１台板部６５および第３台板部６７の内周縁に
沿って前方に突出するよう設けられている。そして、打ち出されたパチンコ球が発射球通
路３０を通過して打出口３１から放出され、図２および図６に示す飛翔経路Ｈ(第１流下
領域２１ａの上縁部)をガイド部２７に沿って右側(打出口３１から離間する方向)へ向け
て飛翔した後に、庇状部６１上で滞ることなく第１流下領域２１ａまたは第２流下領域２
１ｂを流下するよう構成されている。ここで、飛翔経路Ｈを飛翔するパチンコ球が第２流
下領域２１ｂに至る前に飛翔する勢いを失うと、該パチンコ球はガイド部２７に沿う軌道
(飛翔経路Ｈ)からずれて下方へ落下した後に、庇状部６１の頂部６１Ｔから開閉取付部３
３へ向けて下方傾斜する転動面７５,７６,７７,７８(後述)に受け止められ、今度は転動
面７５,７６,７７,７８の傾斜に沿って左側(打出口３１に近接する方向)へ流下するよう
構成されている。すなわち、枠状装飾体２５の庇状部６１と、案内レール２２のガイド部
２７との間に画成された第１流下領域２１ａの上流領域は、打出口３１から放出されるパ
チンコ球が右方へ向かって飛翔した後に転動面７５,７６,７７,７８上を左方へ流下する
ことから、パチンコ球が一様に右方へ進行する第２流下領域２１ｂの上流領域と比較して
上下寸法が大きく確保されている。なお、枠状装飾体２５の転動面７５,７６,７７,７８
の一部は、庇状部６１に設けた上特別入賞口５３ａを開閉する上特別用開閉部材５３ｂに
形成されている。
【００４９】
　ここで、実施例における以下の説明では、第１流下領域２１ａのうちでパチンコ球が打
ち出される上流領域を「打出し領域９０」と指称することがある。なお、第１流下領域２
１ａにおいて「パチンコ球が打ち出される上流領域(打出し領域９０)」とは、打出口３１
から放出されたパチンコ球が飛翔経路Ｈを飛翔した後に最初に流下方向を規制される位置
(具体的には、遊技釘２８、庇状部６１、突部９１,９２,９３(後述)等と最初に接触する
位置)を下流端とした最大範囲のことをいう。すなわち、実施例の「打出し領域９０」に
は、庇状部６１の頂部６０Ｔから開閉取付部３３へ向けて下方傾斜する転動面７５,７６,
７７,７８と、案内レール２２のガイド部２７と、の間に画成される領域が含まれると共
に、開閉取付部３３の右端よりも右側かつゲート部５５より上方に位置する特定の遊技釘
２８ａ(図２および図３参照)の配設位置が含まれる。なお、実施例では、第２流下領域２
１ｂに入球部が設けられておらず、第２流下領域２１ｂの上流領域にパチンコ球を打ち出
して遊技を行うことが遊技者にとって不利となる構成であるため、遊技者によるパチンコ
球の主な打出し先となる第１流下領域２１ａの上流領域のみを「打出し領域９０」として
説明するが、第２流下領域２１ｂの上流領域も「打出し領域」といえる。なお第２流下領
域２１ｂにおいても、第１流下領域２１ａと同様に「上流領域」の範囲を定義することが
できる。
【００５０】
　図６に示すように、枠状装飾体２５には、打出し領域９０を画成する転動面７５,７６,
７７,７８として、庇状部６１の頂部６１Ｔから開閉取付部３３へ向けて下方傾斜する第
１転動面７５、第２転動面７６、第３転動面７７および第４転動面７８が、傾斜角度が変
化する階段状に連続するよう形成されている。具体的に、庇状部６１には、第１転動面７
５が頂部６１Ｔから左下方へ向けて傾斜するよう形成されると共に、第２転動面７６が第
１転動面７５の下流端から左方へ向けて該第１転動面７５よりも緩勾配で傾斜するよう形
成されている。また、庇状部６１には、左方へ向けて傾斜する第４転動面７８が、第２転
動面７６の下流端から左下方に離間した位置に形成され、この第４転動面７８と第２転動
面７６との間には上特別入賞口５３ａが開口している。ここで、枠状装飾体２５の上特別
入賞部５３に設けられた上特別用開閉部材５３ｂは、閉鎖状態で上特別入賞口５３ａを塞
き、打出し領域９０に臨む左側面が図６に示すように第２転動面７６の下流端および第４
転動面７８の上流端に連なって、第２転動面７６および第４転動面７８よりも急勾配で左
下方へ向けて傾斜するようになっている。すなわち、上特別用開閉部材５３ｂの左側面は
、第２転動面７６を転動したパチンコ球が第４転動面７８へ向けて転動する第３転動面７
７として機能している。
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【００５１】
　なお、図示省略するが、上特別入賞部５３には、上特別用開閉部材５３ｂがパチンコ球
との接触により開放するのを防ぐための開放規制手段が備えられている。この開放規制手
段は、上特別入賞ソレノイドＳＬ２が非駆動状態(消磁状態)のときに上特別用開閉部材５
３ｂと係合して該上特別用開閉部材５３ｂの開放を規制するよう構成されている。
【００５２】
(突部９１,９２,９３について)
　図６に示すように、枠状装飾体２５には、打出し領域９０に打ち込まれたパチンコ球を
減勢するための突部(減勢部)９１,９２,９３が設けられている。突部９１,９２,９３は、
庇状部６１に対してパチンコ球が通過可能な間隔で上方へ離間すると共に、第３台板部６
７から前方に突出して打出し領域９０に位置するよう設けられており、該突部９１,９２,
９３によりパチンコ球の流路Ｒ１(Ｒ１ａ,Ｒ１ｂ),Ｒ２,Ｒ３が打出し領域９０に形成さ
れている。突部９１,９２,９３は、第３台板部６７に対して前方へ突出する周壁部(周壁)
９６と、この周壁部９６の突出端に連設されて周壁部９６の内側空間を前方から覆う前端
壁部９７とを備えており、第３台板部６７の前面に沿う方向の外形寸法が遊技釘２８の頭
部よりも大きなブロック状に形成されている。実施例では、第３台板部６７の前面に突部
９１,９２,９３が複数設けられている。これら複数の突部９１,９２,９３は、正面視での
外形が相違しており、配置位置の相違毎に適した形状で形成されている。なお、実施例で
は、合計３つの突部９１,９２,９３が第３台板部６７の前面に設けられている。従って、
以下の説明では、庇状部６１の頂部６１Ｔに近い順に(右側から順に)、「第１突部９１」
、「第２突部９２」および「第３突部９３」と指称することがある。
【００５３】
　第１突部９１、第２突部９２および第３突部９３は、遊技盤２０に交差する外周面(周
壁部９６の外周面)が正面視において多角形をなすように夫々構成されている。ここで、
各突部９１,９２,９３は、遊技領域２１の打出し領域９０に打ち出されたパチンコ球と接
触する接触面９１ａ,９１ｄ,９２ａ,９２ｄ,９３ａ,９３ｂ,９３ｄを外周面に有しており
、該接触面９１ａ,９１ｄ,９２ａ,９２ｄ,９３ａ,９３ｂ,９３ｄに接触することで減勢し
たパチンコ球を当該接触面９１ａ,９１ｄ,９２ａ,９２ｄ,９３ａ,９３ｂ,９３ｄに沿って
庇状部６１(庇側流路Ｒ１)に誘導し得るように構成されている。また、各突部９１,９２,
９３は、庇状部６１に対してパチンコ球が通過可能な間隔で離間する(すなわち、庇状部
６１との離間寸法がパチンコ球の直径以上となる)よう設けられている。ここで、各突部
９１,９２,９３は、庇状部６１に対してパチンコ球が通過可能な間隔をあけて対向する対
向面９１ｂ,９１ｃ,９２ｃ,９３ｃを外周面に有しており、該対向面９１ｂ,９１ｃ,９２
ｃ,９３ｃと第１～第４転動面７５,７６,７７,７８との間にパチンコ球が転動可能な庇側
流路Ｒ１が画成されている。なお、以下の説明では、庇側流路Ｒ１を、第２転動面７６の
下流端(上特別入賞口５３ａの上端)よりも上流側に設けられた上流部Ｒ１ａと、第２転動
面７６の下流端(上特別入賞口５３ａの上端)よりも下流側に設けられた下流部Ｒ１ｂとに
区別することがある。すなわち、庇側流路Ｒ１の上流部Ｒ１ａは、第１および第２転動面
７５,７６上に設けられる(第１突部９１の対向面９１ｂ,９１ｃとの間に画成される)と共
に、入口が、第１突部９１における後述する上面９１ａおよび右面９１ｂの間の角部と、
庇状部６１の頂部６１Ｔとで形成され、出口が、第１突部９１における後述する下面９１
ｃおよび左面９１ｄの間の角部と、庇状部６１における第２転動面７６の下流端とで形成
された流路であり、庇側流路Ｒ１の下流部Ｒ１ｂは、第３および第４転動面７７,７８上
に設けられる(第２突部９２および第３突部９２の対向面９２ｃ,９３ｃとの間に画成され
る)と共に、入口が、第２突部９２における後述する右面９２ｂおよび下面９２ｃの間の
角部と、庇状部６１における第２転動面７６の下流端とで形成され、出口が、第３突部９
３における後述する下面９３ｃおよび左面９３ｄの間の角部と、庇状部６１における第４
転動面７８の下流端との間で形成された流路である。
【００５４】
　また、第１突部９１、第２突部９２および第３突部９３は、ガイド部２７の延在方向に
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隣接する突部９１,９２,９３同士がパチンコ球の直径以上離間するよう相互に間隔をあけ
て設けられ、各突部９１,９２,９３の間には、遊技領域２１の打出し領域９０に打ち出さ
れたパチンコ球を庇側流路Ｒ１へ向けて流下させるための突部間流路Ｒ２,Ｒ３が夫々画
成されて、各突部間流路Ｒ２,Ｒ３の下端が庇側流路Ｒ１に接続している。庇状部６１に
は、第１突部９１および第２突部９２の一方(所定の減勢部)に接触して他方(他の減勢部)
との間を通過したパチンコ球が入賞可能な上特別入賞口５３ａが設けられている。この上
特別入賞口５３ａは、第１突部９１および第２突部９２の間に形成される突部間流路Ｒ２
の下方に位置しており、上特別用開閉部材５３ｂによって常には閉鎖されている。なお、
以下の説明では、第１突部９１および第２突部９２の間の突部間流路Ｒ１を「右側突部間
流路Ｒ１」と指称し、第２突部９２および第３突部９３の間の突部間流路Ｒ２を「左側突
部間流路Ｒ２」と指称することがある。すなわち、右側突部間流路Ｒ２は、第１突部９１
における後述する左面９１ｄおよび上面９１ａの間の角部と、第２突部９２における後述
する左面９２ｄおよび上面９２ａの間の角部とで形成される入口から、第１突部９１にお
ける後述する下面９１ｃおよび左面９１ｄの間の角部と、第２突部９２における後述する
右面９２ｂおよび下面９２ｃの間の角部とで形成される出口までの流路であり、左側突部
間流路Ｒ３は、第２突部９２における後述する左面９２ｄおよび上面９２ａの間の角部と
、第３突部９３における後述する上面９３ａおよび右面９３ｂの間の角部とで形成される
入口から、第２突部９２における後述する下面９２ｃおよび左面９２ｄの間の角部と、第
３突部９３における後述する右面９３ｂおよび下面９３ｃの間の角部とで形成される出口
までの流路である。
【００５５】
(第１突部９１について)
　第１突部(減勢部)９１は、図６に示すように、ガイド部２７からパチンコ球の直径以上
に離間するよう設けられて飛翔経路Ｈを飛翔するパチンコ球の第２流下領域２１ｂ側への
移動を許容すると共に、飛翔経路Ｈを飛翔する途中で勢いを失って落下してくるパチンコ
球と接触して該パチンコ球を第１～第４転動面７５,７６,７７,７８への到達前に減勢し
得るよう構成されている。この第１突部９１(周壁部９６)の外周面には、ガイド部２７に
対向すると共に打出口３１から離間する側へ向けて(右方へ向けて)下方傾斜する上面(第
１の接触面)９１ａと、庇状部６１の第１転動面７５に対向する右面(対向面)９１ｂと、
庇状部６１の第２転動面７６に対向する下面(対向面)９１ｃと、ガイド部２７および第２
突部９２に対向すると共に打出口３１に近接する側へ向けて(左方へ向けて)下方傾斜する
左面(第２の接触面)９１ｄとが形成されている。
【００５６】
　第１突部９１の上面９１ａは、庇状部６１の第１転動面７５へ向けて下方傾斜し、傾斜
下端が庇状部６１の頂部６１Ｔよりも下方に位置している。ここで、上面９１ａは、飛翔
経路Ｈから落下してきたパチンコ球を受けて減勢し、減勢したパチンコ球を当該上面９１
ａに沿って流下させて庇状部６１の第１転動面７５へ向けて放出することで、当該上面９
１ａと交差する第１転動面７５との衝突によりパチンコ球を更に減勢し得るよう設けられ
ている。そして、上面９１ａおよび第１転動面７５との接触により減勢されたパチンコ球
が庇側流路Ｒ１の上流部Ｒ１ａを流下して、第１流下領域２１ａ(遊技領域２１)における
第１突部９１より下流側に位置する上特別入賞口５３ａに入賞し得るようになっている。
【００５７】
　第１突部９１の右面９１ｂは、上下に略垂直に延在して庇状部６１の第１転動面７５に
対してパチンコ球が通過可能な間隔をあけて対向しており、第１突部９１の下面９１ｃは
、左右に延在して庇状部６１の第２転動面７６に対してパチンコ球が通過可能な間隔をあ
けて対向している。すなわち、第１突部９１の右面９１ｂおよび下面９１ｃは、第１転動
面７５および第２転動面７６との間に庇側流路Ｒ１の上流部Ｒ１ａをパチンコ球が通過可
能な幅寸法で画成している。ここで、第１突部９１の右面９１ｂは、左下方へ向けて傾斜
する第１転動面７５に対して、該第１転動面７５よりも鉛直に近い状態で対向しており、
第１突部９１の右面９１ｂと第１転動面７５とは、パチンコ球の直径以上かつ該パチンコ
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球の直径の２倍以下となる間隔で離間している。また、第１突部９１の下面９１ｃと第２
転動面７６とは、第１突部９１の右面９１ｂと第１転動面７５との間よりもやや狭い間隔
をあけて略平行に延在している。これにより、庇側流路Ｒ１の上流部Ｒ１ａは、入口から
出口側へ向かうにつれて通路幅が狭まるように設けられている。すなわち、庇側流路Ｒの
うち、上特別入賞口５３ａへ向かってパチンコ球が転動する上流部Ｒ１ａは、上特別入賞
口５３ａへ向かうパチンコ球を効率的に整流し、上特別用開閉部材５３ｂが開放された状
態では確実にパチンコ球を上特別入賞口５３ａへ入賞させ得るよう構成されている。なお
、庇側流路Ｒ１の下流部Ｒ１ｂは、上流部Ｒ１ａよりも通路幅が広く形成され、上特別用
開閉部材５３ｂの動作領域が確保されると共に、パチンコ球の動きの自由度が高められて
いる。
【００５８】
　第１突部９１の左面９１ｄは、庇状部６１の第２転動面７６へ向けて上面９１ａよりも
急勾配で左方へ下方傾斜しており、下端の位置(図６に直線Ｌ１で示している)が第２転動
面７６の下流端よりもやや右側となるよう設けられている。ここで、左面９１ｄは、飛翔
経路Ｈから落下してきたパチンコ球を受けて減勢し、減勢したパチンコ球を確実に当該左
面９１ｄに沿う下流側へ誘導する。そして、該パチンコ球を庇状部６１の第２転動面７６
の下流端と接触するように落下させることで、当該左面９１ｄと交差する第２転動面７６
との衝突によりパチンコ球を更に減勢し、これら左面９１ｄおよび第２転動面７６との接
触により減勢されたパチンコ球が、第１流下領域２１ａ(遊技領域２１)における第１突部
９１より下流側に位置する上特別入賞口５３ａに入賞し得るようになっている。なお、第
２転動面７６の下流端は、左右方向において第１突部９１における左面９１ｄの下端より
もパチンコ球の半径以下の寸法分左側に位置していることから、第１突部９１の左面９１
ｄに沿って落下したパチンコ球が正面から第２転動面７６に受け止められるのではなく、
該パチンコ球の右隅部のみが第２転動面７６の下流端に接触して減勢された後に、速やか
に上特別入賞口５３ａ側に導かれるようになっている。すなわち、パチンコ機１０では、
打ち出したパチンコ球を上特別入賞口５３ａへ到達させる場合に、飛翔経路Ｈから第１突
部９１の左面９１ｄへ向けて落下するよう球発射装置の打球力を調整することで、第１突
部９１の左面９１ｄとの接触等により減勢したパチンコ球を速やかに上特別入賞口５３ａ
に入賞させることができる。
【００５９】
　なお、第１突部９１は、左面９１ｄおよび上面９１ａの間の角部がガイド部２７に対し
て最も近接している。具体的に、第１突部９１における左面９１ｄおよび上面９１ａの間
の角部は、ガイド部２７に対する離間寸法がパチンコ球の直径以上であって該パチンコ球
の直径の２倍以下に設定されている。すなわち、第１突部９１の左面９１ｄは、飛翔経路
Ｈを飛翔する途中で勢いを失ってガイド部２７から下方へ離間し始めたパチンコ球と接触
して、該パチンコ球を上特別入賞口５３ａへと導き得るように設けられている。
【００６０】
(第２突部９２について)
　図６に示すように、第２突部(減勢部)９２は、ガイド部２７からパチンコ球の直径以上
に離間するよう設けられて飛翔経路Ｈを飛翔するパチンコ球の第２流下領域２１ｂ側への
移動を許容すると共に、飛翔経路Ｈを飛翔する途中で勢いを失って落下してくるパチンコ
球と接触して該パチンコ球を第３～第４転動面７７,７８への到達前に減勢し得るよう構
成されている。この第２突部９２(周壁部９６)の外周面には、ガイド部２７に対向すると
共に打出口３１から離間する側へ向けて(右方へ向けて)下方傾斜する上面(第１の接触面)
９２ａと、庇状部６１の第２転動面７６に対向する右面(対向面)９２ｂと、上特別用開閉
部材５３ｂの第３転動面７７および庇状部６１の第４転動面７８に対向する下面(対向面)
９２ｃと、ガイド部２７に対向すると共に打出口３１に近接する側へ向けて(左方へ向け
て)下方傾斜する左面(第２の接触面)９２ｄとが形成されている。
【００６１】
　第２突部９２の上面９２ａは、庇状部６１の第２転動面７６へ向けて下方傾斜し、傾斜
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下端が第２転動面７６の下流端に対してパチンコ球の直径の３倍程度の間隔で離間してい
る。ここで、上面９２ａは、飛翔経路Ｈから落下してきたパチンコ球を受けて減勢し、減
勢したパチンコ球を当該上面９２ａに沿って流下させて放出して、第２転動面７６との間
(右側突部間流路Ｒ２の出口)から上特別用開閉部材５３ｂの第３転動面７７へ向けて(上
特別入賞口５３ａへ向けて)落下させる。この場合に、上特別用開閉部材５３ｂが閉鎖位
置にある状態では、第３転動面７７が左方へ向けて下方傾斜するよう設けられることから
、第２突部９２の上面９２ａから放出されたパチンコ球を第３転動面７７との衝突により
更に減勢し得るようになっている。
【００６２】
　また、第２突部９２の右端位置(右面９２ｂの延在位置であって、図６に直線Ｌ２で示
している)は、開放状態にある上特別用開閉部材５３ｂの上端(自由端)よりも右側(言い換
えれば、上特別用開閉部材５３ｂの上端が移動可能な左右範囲の内側)に設定されている
。すなわち、上特別用開閉部材５３ｂが開放位置にある状態では、上面９２ａとの接触に
より減勢されたパチンコ球が、右側突部間流路Ｒ２を上面９２ａに沿って流下した後に放
出され、開放した上特別用開閉部材５３ｂにより確実に受け止められて上特別入賞口５３
ａに誘導され得るようになっている。
【００６３】
　ここで、第２突部９２は、図６に示すように、左面９２ｄおよび上面９２ａの間の角部
がガイド部２７に対して最も近接している。この第２突部９２における左面９２ａおよび
上面９２ａの間の角部は、ガイド部２７に対する離間寸法がパチンコ球の直径の２倍以上
３倍以下に設定されており、ガイド部２７に対して第１突部９１よりも離間している。第
２突部９２の上面９２ａは、第１突部９１の下端よりやや下側位置へ向けて右方に下方傾
斜しており、第１突部９１の左面９１ｄとガイド部２７との間に第２突部９２が介在しな
いよう構成されている。そして、第２突部９２の上面９２ａと、第１突部９１の左面９１
ｄとの間に画成される右側突部間流路Ｒ２は、出口側(庇側流路Ｒ１側)から入口側(飛翔
経路Ｈ側)へ近づくにつれて幅寸法が左側に拡大するように形成されている。すなわち、
飛翔経路Ｈから第１突部９１の左面９１ｄへ向けたパチンコ球の移動を第２突部９２が極
力阻害しないようになっている。
【００６４】
　第２突部９２は、図６に示すように、上特別用開閉部材５３ｂが開閉動作する場合の移
動軌跡と重ならない位置に設けられ、上特別用開閉部材５３ｂの開放が第２突部９２によ
って阻害されないようになっている。すなわち、第２突部９２の右面９２ｂは、下端が第
２転動面７６の延長方向よりも上側に位置するよう設けられ、第２突部９２の下面９２ｃ
は、上特別用開閉部材５３ｂが開閉動作する場合の移動軌跡よりも上方位置で左右に延在
するよう設けられている。なお、上特別用開閉部材５３ｂの移動軌跡と、第２突部９２の
下面９２ｃとの最短距離Ｗ１は、パチンコ球の直径よりも大きな寸法に設定されており、
パチンコ球が間に挟まる不具合が防止されている。
【００６５】
　図６に示すように、第２突部９２の左面９２ｄは、庇状部６１の第４転動面７８へ向け
て上面９２ａよりも急勾配で左方へ下方傾斜している。ここで、左面９２ｄは、飛翔経路
Ｈから落下してきたパチンコ球を受けて減勢し、減勢したパチンコ球を確実に当該左面９
２ｄに沿う下流側へ誘導する。そして、該パチンコ球を庇状部６１の第４転動面７８の下
流端へ向けて落下させることで、当該左面９２ｄと交差する第４転動面７８との衝突によ
りパチンコ球を更に減勢し得るようになっている。なお、飛翔経路Ｈから落下してきたパ
チンコ球が水平に近い軌道で第２突部９２の左面９２ｄに衝突した場合には、該パチンコ
球が左方へ跳ね返って第３突部９３の後述する右面９３ｂと接触し、該第３突部９３の右
面９３ｂの傾斜に沿って庇状部６１の第４転動面７８へと落下し得る。
【００６６】
(第３突部９３について)
　図６に示すように、第３突部(減勢部)９３は、ガイド部２７からパチンコ球の直径以上
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に離間するよう設けられて飛翔経路Ｈを飛翔するパチンコ球の第２流下領域２１ｂ側への
移動を許容すると共に、飛翔経路Ｈを飛翔する途中で勢いを失って落下してくるパチンコ
球と接触して該パチンコ球を第４転動面７８への到達前に減勢し得るよう構成されている
。この第３突部９３(周壁部９６)の外周面には、ガイド部２７に対向すると共に打出口３
１に近接する側へ向けて(左方へ向けて)下方傾斜する上面(第２の接触面)９３ａと、庇状
部６１の第２転動面７６に対向するガイド部２７に対向すると共に打出口３１から離間す
る側へ向けて(右方へ向けて)下方傾斜する右面(第１の接触面)９３ｂと、庇状部６１の第
４転動面７８に対向する下面(対向面)９３ｃと、ガイド部２７に対向すると共に打出口３
１に近接する側へ向けて(左方へ向けて)下方傾斜する左面(第２の接触面)９２ｄとが形成
されている。
【００６７】
　図６に示すように、第３突部９３の上面９３ａは、庇状部６１の第４転動面７８の上方
に位置すると共に、ガイド部２７と略平行に延在し、打出口３１から放出されて直ぐに勢
いを失ったパチンコ球を受けて第４転動面７８の下流端に落下させるよう構成されている
。ここで、第３突部９３は、上面９３ａがガイド部２７に対して最も近接している。この
第３突部９３の上面９３ａは、ガイド部２７に対する離間寸法がパチンコ球の直径の３倍
以上に設定されており、ガイド部２７に対して第１突部９１および第２突部９２よりも離
間している。また、第３突部９３の右面９３ｂは、第２突部９２の下端より下側位置へ向
けて右方に下方傾斜しており、第２突部９２の左面９２ｄとガイド部２７との間に第３突
部９３が介在しないよう構成されている。そして、第３突部９３の右面９３ｂと、第２突
部９２の左面９２ｄとの間に画成される左側突部間流路Ｒ３は、出口側(庇側流路Ｒ１側)
から入口側(飛翔経路Ｈ側)へ近づくにつれて幅寸法が左側に拡大するように形成されてい
る。すなわち、飛翔経路Ｈから第２突部９２の左面９２ｄへ向けたパチンコ球の移動を第
３突部９３が極力阻害しないようになっている。
【００６８】
　図６に示すように、第３突部９３の左面９３ｄは、庇状部６１の第４転動面７８へ向け
て右面９３ｂよりも急勾配で左方へ下方傾斜している。ここで、左面９３ｄは、飛翔経路
Ｈから落下してきたパチンコ球を受けて減勢し、減勢したパチンコ球を確実に当該左面９
３ｄに沿う下流側へ誘導する。そして、該パチンコ球を庇状部６１の第４転動面７８の下
流端へ向けて落下させることで、当該左面９３ｄと交差する第４転動面７８との衝突によ
りパチンコ球を更に減勢し得るようになっている。
【００６９】
　ここで、第３突部９３における右面９３ｂの傾斜上端には、右上方へ突出する逆流防止
部９３ｅが設けられており、パチンコ球が前述した第２突部９２の左面９２ｄに対して水
平に近い軌道で衝突して跳ね返った場合に、該パチンコ球が第３突部９３の右面９３ｂを
逆流して飛翔経路Ｈ側に戻るのを防いでいる。
【００７０】
(減勢面部９４について)
　図６に示すように、第３台板部６７の前側には、打出し領域９０に打ち込まれたパチン
コ球を減勢するための減勢面部(別の減勢部)９４が、打出し領域９０に位置するよう設け
られている。減勢面部９４は、突出寸法が突部９１,９２,９３よりも小さく、パチンコ球
の半径以下(実施例では、２ｍｍ程度)に設定されており、前側をパチンコ球が通過し得る
ように設けられている。この減勢面部９４は、打出し領域９０に位置するように設けられ
ており、飛翔経路Ｈから上特別入賞口５３ａ(上特別用開閉部材５３ｂ)へ向けて落下する
パチンコ球が当該減勢面部９４の前側を通過する際に減勢面部９４と接触して減勢される
ようになっている。減勢面部９４は、右側突部間流路Ｒ２の入口に、第３台板部６７の外
縁に沿って延在するリブ状に設けられている。より具体的に、減勢面部９４は、第１突部
９１における左面９１ｄおよび上面９１ａの間の角部と、第２突部９２における左面９２
ｄおよび上面９２ａの間の角部と、の間に延在するよう設けられており、第１突部９１に
おける左面９１ｄおよび上面９１ａの間の角部に対する右端部の離間寸法が、パチンコ球
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の直径以下となり、第２突部９２における左面９２ｄおよび上面９２ａの間の角部に対す
る左端部の離間寸法が、パチンコ球の直径以下となるように設けられている。これにより
、右側突部間流路Ｒ２を通過するパチンコ球は、遊技盤２０の前側から第３台板部６７の
前側へと移動する際に必ず減勢面部９４の前側を通過することとなり、飛翔経路Ｈから落
下するパチンコ球が、第１突部９１や第２突部９２と接触する前に(該パチンコ球が右側
突部間流路Ｒ２を流下する前に)、減勢面部９４との接触により減勢され得る(減勢面部９
４の前側を通過したパチンコ球が第１突部９１や第２突部９２の外周面に接触し得る)。
すなわち、減勢面部９４は、打出口３１から打ち出された後に飛翔経路Ｈから上特別入賞
口５３ａへと向かうパチンコ球の経路のうち、第１突部９１の左面９１ｄと接触する位置
より上流側に設けられている。また、減勢面部９４は、打出口３１から打ち出された後に
飛翔経路Ｈから上特別入賞口５３ａへと向かうパチンコ球の経路のうち、第２突部９２の
上面９２ａと接触する位置より上流側に設けられている。このように、実施例では、飛翔
経路Ｈから上特別入賞口５３ａへ向けて落下するパチンコ球を、減勢面部９４との接触お
よび突部９１,９２との接触の２段階で減勢した後に上特別入賞口５３ａ(上特別用開閉部
材５３ｂ)に到達させ得る構成となっており、上特別用開閉部材５３ｂや上特別入賞検出
センサＳＥ３等にパチンコ球が勢いよく衝突することによる破損等の発生を抑制している
。また、飛翔経路Ｈから落下してくるパチンコ球を突出寸法の小さな減勢面部９４で減勢
してから突部９１,９２と接触させることで、突部９１,９２の破損を抑制している。特に
、飛翔経路Ｈから第１突部９１の左面９１ｄへと落下するパチンコ球の軌道に交わるよう
減勢面部９４が位置することで、パチンコ球の強い衝突力を左面９１ｄで正面から受ける
第１突部９１の破損を抑制している。
【００７１】
(設置部材１００の内部構造について)
　ここで、前記設置部材１００の内部空間に配設される各種構成について説明する。設置
部材１００の内部空間(遊技盤２０の後側)には、上ユニット体１０１(図２参照)、下ユニ
ット体１１１(図２参照)、前ユニット体１２１(図７参照)および特定装飾部材１３１(図
７参照)等が機前方から視認し得るよう配設されている。これら上ユニット体１０１、下
ユニット体１１１、前ユニット体１２１および特定装飾部材１３１は、表示装置１７の表
示画面１７ａで行われる図柄変動演出に合わせて演出を実行する演出手段として機能して
おり、表示画面１７ａが臨む画面用開口１００ａの周囲に位置するよう設置部材１００の
内部空間に配設されている。
【００７２】
　図２に示すように、上ユニット体１０１は、画面用開口１００ａの上側に位置するよう
に設置部材１００の内部空間に配設され、透明な遊技盤２０を通じて前方から視認し得る
ように構成されている。この上ユニット体１０１は、前面に立体的な装飾が形成されると
共に、表示画面１７ａの前側(窓口２５ａ側)へ向けて下降する動作を行う上可動体１０２
を備えている。なお、設置部材１００の内部空間には、表示画面１７ａの前側(窓口２５
ａ)へ向けて上昇する動作を行う下可動体１１２(図２参照)を備えた演出手段としての下
ユニット体１１１(図２参照)も配設されている。
【００７３】
　図７および図８に示すように、特定装飾部材１３１は、画面用開口１００ａの左上側(
上ユニット体１０１の左部の前側)に位置するように設置部材１００の内部空間に配設さ
れている。この特定装飾部材１３１は、半透明の合成樹脂材により形成されており、後方
に位置する発光体基板１３２の発光体１３２ａから前方へ向けて照射される光を受けて前
面全体が点灯するよう構成されている。この特定装飾部材１３１の前面(装飾面)に形成さ
れた装飾は、例えば、パチンコ機１０のモチーフに対応した文字(固有名詞)等を示すもの
であり、周囲の他の装飾(例えば、上ユニット体１０１の前面の装飾等)とは別に１つの意
匠として識別可能なものとなっている。ここで、演出制御基板８２は、上特別入賞部５３
の上特別入賞口５３ａが開放される期間に対応して特定装飾部材１３１の前面を点灯状態
とするよう制御する(すなわち、上特別入賞口５３ａの開放状態を報知する)ことで、上特
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別入賞口５３ａを狙ったパチンコ球の打出しを遊技者に促し、遊技者の不利益を抑制し得
るようになっている。なお、表示画面１７ａで行われる図柄変動演出に合わせて特定装飾
部材１３１を点灯させ、図柄変動演出の結果が大当り図柄(大当り遊技の発生を示す結果)
となる可能性を示唆するようにしてもよい。
【００７４】
　図６に示すように、特定装飾部材１３１は、前面(装飾面)が遊技領域２１の打出し領域
９０を介して機前方から視認可能となるよう設置部材１００に配設されている。すなわち
、打出し領域９０は遊技者によるパチンコ球の打出し先となり遊技者の視界に入り易いこ
とから、打出し領域９０の後方に配設した特定装飾部材１３１の装飾も視認され易くなる
。このように特定装飾部材１３１を打出し領域９０の後方位置に設けることで、遊技盤２
０の装飾効果が高められると共に、上特別入賞口５３ａの開放状態を遊技者に確実に伝え
られるようになっている。
【００７５】
　また、図６に示すように、特定装飾部材１３１は、遊技盤２０の後方領域において、第
３台板部６７に一部が重なると共に、該第３台板部６７の後方よりも左側に一部が延出す
るように設置部材１００に配設されており、機前方から見た場合に、前面の装飾が透明な
遊技盤２０および透明な第３台板部６７に跨る範囲で視認し得るようになっている。すな
わち、特定装飾部材１３１の装飾によって打出し領域９０の広い範囲を装飾することがで
き、打出し領域９０が効果的に装飾されている。なおこの場合に、特定装飾部材１３１の
前面の装飾は、機前方から打出し領域９０を見た状態で、第３台板部６７の外縁に跨る範
囲で視認し得ることから、特定装飾部材１３１の前面の装飾に注目する遊技者にとって第
３台板部６７の存在が目立たなくなるという効果も期待できる。更に、特定装飾部材１３
１は、機前方から見た場合に、前面の装飾が突部９１,９２,９３の各周壁部９６を境とし
た内側および外側に跨る範囲で視認し得る(すなわち、突部９１,９２,９３の前端壁部９
７を通じて特定装飾部材１３１の前面の一部が視認し得る)ようになっていることから、
特定装飾部材１３１の前面の装飾に注目する遊技者にとって突部９１,９２,９３の存在が
目立たなくなるという効果も期待できる。
【００７６】
　なお、特定装飾部材１３１の前面は、遊技盤２０の後面、第３台板部６７の後面および
突部９１,９２,９３に対して他の部材を介在させることなく対向しており、装飾の視認性
が最大限に高められている。ここで、特定装飾部材１３１は、図９に示すように、第３台
板部６７に対して後方へ離間しており、該特定装飾部材１３１の前面と、第３台板部６７
の後面との間に空間が設けられている。この空間は、遊技盤２０の厚み範囲に形成されて
おり、窓口２５ａの後方空間(表示画面１７ａの前方空間)と連通している。そして、同じ
く遊技盤２０の厚み範囲に位置する前ユニット体１２１の基板収容凹部１２３(後述)から
左方へと照射される光が、特定装飾部材１３１の前面と、第３台板部６７の後面との間の
空間に取り込まれるようになっている。すなわち、特定装飾部材１３１の前面の装飾は、
後方からの光の照射により点灯するだけでなく、窓口２５ａを挟んで反対側に位置する発
光体１２５ｂ(後述)の光によって明るく照らされることで視認性が高められる。
【００７７】
　設置部材１００の内部空間において上ユニット体１０１および下ユニット体１１１より
も前側には、図７に示すように、前方(装飾パネル６４)へ向けて光を照射可能な前ユニッ
ト体１２１が配設されている。前ユニット体１２１は、正面視では表示画面１７ａの側方
および下方に位置し、前方へ向けて光を出力可能な発光体１２５ａ,１２５ｂを前面に実
装した発光体基板１２５を表示画面１７ａの右側に備えると共に、表示画面１７ａの左下
側には複数の普通入賞部５７が前方へ突出するよう設けられている。この前ユニット体１
２１は、透明な合成樹脂材により形成された前板部１２２(図７)および後板部１２４(図
８)を備えており、前板部１２２に設けられた後方へ開口する箱状の基板収容凹部１２３
の内側に発光体基板１２５が収容されて、該基板収容凹部１２３の後側開口を後板部１２
４で塞ぐように構成されている。すなわち、発光体基板１２５は、発光体１２５ａ,１２
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５ｂの実装面である前面が前板部１２２で被覆されると共に、後面が後板部１２４で被覆
された状態で、前ユニット体１２１に収容されている。
【００７８】
　前ユニット体１２１における基板収容凹部１２３の前壁には、発光体基板１２５におけ
る一部の発光体(以下、「第１発光体１２５ａ」という)の実装領域の前方位置に開口が形
成されており、該開口に白色不透明な合成樹脂材からなる光誘導部材１２６が嵌め込まれ
ている。この光誘導部材１２６は、複数の第１発光体１２５ａを周囲から囲うことで、該
第１発光体１２５ａから出力される光が効率的に前方の第１装飾部６４ａ(装飾パネル６
４の一部)へ向かうよう誘導する一方、第２装飾部６４ｂへ向かうのを規制するようにな
っている。なお、発光体基板１２５の前面において第１発光体１２５ａの実装領域の周囲
(光誘導部材１２６の外周面よりも外側の領域)には、複数の発光体(以下、「第２発光体
１２５ｂ」という)が実装されており、前方の第２装飾部６４ｂ(装飾パネル６４の一部)
へ向けて光を出力するよう構成されている。なお、光誘導部材１２６は、第２発光体１２
５ｂの光が第１装飾部６４ａへ向かうのを規制する役割も果たしている。すなわち、実施
例のパチンコ機１０は、装飾パネル６４に設けられた複数の第１装飾部６４ａおよび第２
装飾部６４ｂを個別に点灯し得るよう構成されている。
【００７９】
　また、基板収容凹部１２３は、第２発光体１２５ｂから出力された後に光誘導部材１２
６の外周面等に反射した光の一部を、該基板収容凹部１２３の左側壁(側方照射部)１２３
ａから枠状装飾体２５の窓口２５ａ側(左方)へ向けて照射し得るように構成されている。
この基板収容凹部１２３の左側壁１２３ａにはレンズカットが形成されており、該レンズ
カットの形成面から窓口２５ａ側の上下に広い領域へ向けて光を照射し得るようになって
いる。
【００８０】
　ここで、前ユニット体１２１の基板収容凹部１２３は、枠状装飾体２５における後面突
壁７１(図５参照)の内周側に少なくとも一部が位置するように配設されている。そして、
基板収容凹部１２３の左側壁(側方照射部)１２３ａから枠状装飾体２５の窓口２５ａ側(
左方)へ向けて照射された光が、第３台板部６７の後面および特定装飾部材１３１の前面
の間の空間に取り込まれるようになっている。すなわち、基板収容凹部１２３の左側壁１
２３ａから窓口２５ａに照射される第２発光部１２５ｂの光が、第３台板部６７の後面と
特定装飾部材１３１の前面との間の空間まで届き、特定装飾部材１３１の前面を明るく照
らし得るよう構成されている。なお、基板収容凹部１２３の左側壁(側方照射部)１２３ａ
から照射された光の一部は、下特別入賞部５４の下ベース体Ｂ２に設けられた前記反射部
材７２によって更に反射され、動作位置に移動した上可動体１０２や下可動体１１２を左
方から照射し得るように構成されている。
【００８１】
　また、前ユニット体１２１には、図８に示すように、第１始動入賞口５１ａに入賞して
遊技盤２０の後面側へ導かれたパチンコ球を機外へ排出するための排出球通路３５が設け
られている。具体的には、排出球通路３５として、第１始動排出球通路３５ａと、第２始
動入賞口５２ａに入賞して遊技盤２０の後面側へ導かれたパチンコ球を機外へ排出するた
めの第２始動排出球通路３５ｂと、上特別入賞口５３ａに入賞して上入賞通路５３ｃおよ
び横断部３７を通過したパチンコ球を機外へ排出するための上特別排出球通路３５ｃと、
下特別入賞口５４ａに入賞して下入賞通路５４ｃおよび特定入球通路５４ｄの何れかを通
過したパチンコ球を機外へ排出するための下特別排出球通路３５ｄと、普通入賞口５６ａ
,５７ａに入賞して遊技盤２０の後面側へ導かれたパチンコ球を機外へ排出するための複
数の普通排出球通路３５ｅとが設けられている。各排出球通路３５は、後板部１２４と一
体的または別体として設けられている。そして、前ユニット体１２１には、白色半透明の
合成樹脂材からなるカバー部材１２７が、第１始動排出球通路３５ａ、下特別排出球通路
３５ｄおよび複数の普通排出球通路３５ｅの前方を覆うように設けられている。このカバ
ー部材１２７には、普通排出球通路３５ｅの入口と連通するよう前ユニット体１２１に取
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り付けられて前方へ突出する複数の第２普通入賞部５７を挿通するための複数の通孔１２
７ａが形成されている。
【００８２】
(実施例の作用)
　次に、実施例に係るパチンコ機１０の作用について説明する。
【００８３】
　実施例のパチンコ機１０は、遊技者が操作レバー１６ａの回動量を調節して図示しない
球発射装置によるパチンコ球の発射強度を強弱変化させることで、遊技領域２１の適宜位
置にパチンコ球を打ち出して遊技を行う。ここで、遊技者が操作レバー１６ａを大きく回
動させてパチンコ球を強く発射すると、打出口３１から遊技領域２１内へ放出されるパチ
ンコ球はガイド部２７(外レール２２ｂ)に沿って飛翔経路Ｈを庇状部６１の頂部６１Ｔよ
りも右側(緩衝部材２４側)に至るように飛翔し、パチンコ球が１個のみ通過可能な通路幅
に設けられた第２流下領域２１ｂを流下して、入球口５１ａ,５２ａ,５３ａ,５４ａ,５５
ａ,５６ａ,５７ａに入球することなくアウト口２３から機外へ向けて排出される。このた
め、遊技者は、発射したパチンコ球が飛翔経路Ｈの途中で勢いを失って庇状部６１の頂部
６１Ｔよりも左側(打出口３１側)で落下するように操作レバー１６ａの回動量を調節する
。すなわち、遊技者は、第１流下領域２１ａの上流領域(打出し領域９０)にパチンコ球を
打ち出す遊技形態で遊技を行う。
【００８４】
　打出口３１から放出されたパチンコ球が飛翔経路Ｈを飛翔する途中で勢いを失って第１
突部９１の上面９１ａ上に落下すると、該パチンコ球は上面９１ａとの接触によって減勢
された後、当該上面９１ａに沿って転動して庇状部６１の第１転動面７５へ誘導される。
ここで、第１突部９１の上面９１ａの下流端から放出されたパチンコ球は第１転動面７５
に衝突して更に減勢された後に、庇状部６１と突部９１,９２,９３との間の庇側流路Ｒ１
を流下して(第１～第４転動面７５,７６,７７,７８を転動して)、第１流下領域２１ａの
下流側へ向かう。上特別用開閉部材５３ｂが閉鎖位置にある場合は、第１転動面７５およ
び第２転動面７６を転動したパチンコ球が上特別用開閉部材５３ｂの左側面により形成さ
れる第３転動面７７を第４転動面７８へ向けて転動する。また、上特別用開閉部材５３ｂ
が開放位置にある場合は、第１転動面７５および第２転動面７６を転動したパチンコ球は
上特別用開閉部材５３ｂの右側面に受け止められて上特別入賞口５３ａに入賞する。なお
、第２転動面７６の下流端から放出されるパチンコ球が先行のパチンコ球と接触する等し
て上特別用開閉部材５３ｂの上端よりも上側へ向かったとしても、上特別用開閉部材５３
ｂの上端と第２突部９２の下面９１ｃとはパチンコ球の直径以上に離間していることから
、上特別用開閉部材５３ｂの上端と第２突部９２の下面９１ｃとの間にパチンコ球が挟ま
って上特別用開閉部材５３ｂが開放状態に保持されてしまうことはない。
【００８５】
　また、打出口３１から放出されたパチンコ球が飛翔経路Ｈを飛翔する途中で勢いを失っ
て右側突部間流路Ｒ２へ向けて落下すると、該パチンコ球は減勢面部９４の前側を通過す
ることで当該減勢面部９４と接触して減勢された後に、第１突部９１の左面９１ｄへ向け
て落下して跳ね返って庇側流路Ｒ１に誘導されるか、第２突部９２の上面９２ａへ向けて
落下して該上面９２ａの傾斜に沿って庇側流路Ｒ１に誘導されるか、第１突部９１および
第２突部９２に接触することなく庇側流路Ｒ１に落下する。右側突部間流路Ｒ２の下方位
置において庇側流路Ｒ１が広く形成されており、上特別入賞口５３ａを開閉する上特別用
開閉部材５３ｂの動作領域が確保されている。ここで、第２突部９２の右端は、上特別入
賞口５３ａに対して左側へ開放した状態の上特別用開閉部材５３ｂの上端よりも右側に位
置していることから、第２突部９２の上面９２ａを転動した後に放出されたパチンコ球は
、開放状態の上特別用開閉部材５３ｂによって確実に受け止められて上特別入賞口５３ａ
に入賞する。また、第１突部９１の左面９１ｄは、上特別入賞口５３ａへ向けて左方へ傾
斜する第２転動面７６の下流端よりもやや右側で上下に延在していることから、第１突部
９１の左面９１ｄと接触して跳ね返ったパチンコ球は開放状態の上特別用開閉部材５３ｂ
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によって直接受け止められるか、第２転動面７６の下流端に接触して減勢された後に上特
別用開閉部材５３ｂに受け止められ、確実に上特別入賞口５３ａに入賞する。ここで、減
勢面部９４は、第３台板部６７の外縁に沿って左右に延在し、右端が第１突部９１に対し
てパチンコ球の直径以下の間隔で近接し、左端が第２突部９２に対してパチンコ球の直径
以下の間隔で近接していることから、右側突部間流路Ｒ２を通過して上特別用開閉部材５
３ｂに受け止められるパチンコ球は必ず減勢面部９４の前側を通過することとなり、開放
状態の上特別用開閉部材５３ｂ止められるパチンコ球を上流側で確実に減勢して、上特別
用開閉部材５３ｂ等の破損を防止することができる。なお、上特別開閉部材５３ｂが閉鎖
位置にある状態では、上特別入賞部５３の開閉規制手段によって開放変位が規制される。
このため、第２突部９２の上面９２ａの下流端から放出されたパチンコ球との比較的強い
接触によっても上特別用開閉部材５３ｂが開放することはない。
【００８６】
　打出口３１から放出されたパチンコ球が飛翔経路Ｈを飛翔する途中で勢いを失って左側
突部間流路Ｒ２へ向けて落下すると、該パチンコ球は第２突部９２の左面９２ｄへ向けて
落下して跳ね返って庇側流路Ｒ１に誘導されるか、第３突部９３の右面９３ｂへ向けて落
下して該右面９３ｂの傾斜に沿って庇側流路Ｒ１に誘導されるか、第２突部９２および第
３突部９３に接触することなく庇側流路Ｒ１に落下する。ここで、飛翔経路Ｈから第２突
部９２の左面９２ｄへ向けて落下したパチンコ球は、該左面９２ｄとの接触により減勢さ
れた後に、第３突部９３の右面９３ｂへ向けて跳ね返るか、第４転動面７８へ落下する。
また、飛翔経路Ｈから第３突部９３の右面９３ｂへ向けて落下したパチンコ球は、該右面
９３ｂとの接触により減勢された後に、第４転動面７８へ落下する。なお、第３突部９３
の右面９３ｂの傾斜上端部には逆流防止部９４ｅが設けられており、第２突部９２の左面
９２ｄに跳ね返ったパチンコ球が第３突部９３の右面９３ｂを傾斜上端側へ移動して飛翔
経路Ｈ側へ戻るのを防いでいる。
【００８７】
　すなわち、実施例のパチンコ機１０は、打ち出し領域９０に位置する突部(減勢部)９１
,９２,９３が、庇状部６１(転動面７５,７６,７７,７８)に対してパチンコ球が通過可能
な間隔で離間すると共に第３台板部６７から前方へ突出するよう設けられている。第１突
部９１は、遊技盤２０に交差する外周面に、第１流下領域２１ａ(遊技領域２１)の上流領
域としての打出し領域９０に打ち出されたパチンコ球と接触する接触面としての上面９１
ａおよび左面９１ｄを有しており、第２突部９２は、遊技盤２０に交差する外周面に、第
１流下領域２１ａ(遊技領域２１)の上流領域としての打出し領域９０に打ち出されたパチ
ンコ球と接触する接触面としての上面９２ａおよび左面９２ｄを有しており、第３突部９
３は、遊技盤２０に交差する外周面に、第１流下領域２１ａ(遊技領域２１)の上流領域と
しての打出し領域９０に打ち出されたパチンコ球と接触する接触面としての上面９３ａ、
右面９３ｂおよび左面９３ｄを有している。そして、接触面９１ａ,９１ｄ,９２ａ,９２
ｄ,９３ａ,９３ｂ,９３ｄに接触することで減勢したパチンコ球を庇状部６１(庇側流路Ｒ
１)に誘導し得るよう構成されている。従って、パチンコ球を減勢するために打出し領域
９０に多数の遊技釘２８を配設する必要がなくなり、遊技盤２０全体として必要な遊技釘
２８の数を低減させることができる。
【００８８】
　第１突部(減勢部)９１の外周面は、接触面として、ガイド部２７に対向すると共に打出
口３１から離間する側へ向けて下方傾斜する上面(第１の接触面)９１ａと、ガイド部２７
に対向すると共に打出口３１に近接する側へ向けて下方傾斜する左面(第２の接触面)９１
ｄとを有すると共に、庇状部６１の第１転動面７５および第２転動面７６に対してパチン
コ球が通過可能な間隔をあけて対向する対向面としての下面９１ｃを有している。また、
第２突部(減勢部)９２の外周面は、接触面として、ガイド部２７に対向すると共に打出口
３１から離間する側へ向けて下方傾斜する上面(第１の接触面)９２ａと、ガイド部２７に
対向すると共に打出口３１に近接する側へ向けて下方傾斜する左面(第２の接触面)９２ｄ
とを有すると共に、庇状部６１の第４転動面７８に対してパチンコ球が通過可能な間隔を
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あけて対向する対向面としての下面９２ｃを有している。更に、第３突部(減勢部)９３の
外周面は、接触面として、ガイド部２７に対向すると共に打出口３１から離間する側へ向
けて下方傾斜する右面(第１の接触面)９３ｂと、ガイド部２７に対向すると共に打出口３
１に近接する側へ向けて下方傾斜する上面(第２の接触面)９３ａおよび左面(第２の接触
面)９３ｄとを有すると共に、庇状部６１の第４転動面７８に対してパチンコ球が通過可
能な間隔をあけて対向する対向面としての下面９３ｃを有している。すなわち、各突部９
１,９２,９３が右側へ傾斜する第１の接触面９１ａ,９２ａ,９３ｂと左側へ傾斜する第２
の接触面９１ｄ,９２ｄ,９３ａ,９３ｄとを有することにより、突部９１,９２,９３の外
周面に接触したパチンコ球の挙動を遊技者が予測し易くなり、突部９１,９２,９３を利用
してパチンコ球を適宜位置に導くことができる。また、各突部９１,９２,９３の対向面９
１ｃ,９２ｃ,９３ｃを庇状部６１と対向させることにより、接触面９１ａ,９１ｄ,９２ａ
,９２ｄ,９３ａ,９３ｂ,９３ｄを有する各突部９１,９２,９３を利用してパチンコ球の流
路(庇側流路Ｒ１)を形成することができる。なお、複数の突部９１,９２,９３は、配設位
置の相違毎に適した形状で形成されて正面視での外形が相違するよう設けられており、配
設位置の相違毎にパチンコ球を適した方向へ案内させることができる。
【００８９】
　ここで、実施例のパチンコ機１０は、遊技領域２１の打出し領域９０に打ち出されて第
１突部９１の上面９１ａまたは左面９１ｄや第２突部９２の上面９２ａ等に接触すること
で減勢されたパチンコ球が、遊技領域２１における第１突部９１や第２突部９２の位置よ
り下流側(具体的には、庇側流路Ｒ１の上流部Ｒ１ａや、右側突部間流路Ｒ２よりも下流
側)に位置する上特別入賞口５３ａに入賞し得るよう構成されている。言い換えれば、第
１突部９１および第２突部９２の一方(所定の減勢部)に接触して他方(他の減勢部)との間
を通過したパチンコ球が入賞可能な上特別入賞口５３ａが、庇状部６１に設けられている
。すなわち、パチンコ球を突部９１,９２との接触により減勢した後に、庇状部６１に設
けた上特別入賞口５３ａに入賞させることができるから、パチンコ球を減勢するために打
出し領域９０に多数の遊技釘２８を配設する必要がなくなり、遊技盤２０の全体として必
要な遊技釘２８の数を低減させることができる。また、第１～第３突部９１,９２,９３と
は別に、パチンコ球が前側を通過可能な減勢面部(別の減勢部)９４が打出し領域９０に位
置するよう設けられて、該減勢面部９４の前側を通過したパチンコ球が突部９１,９２の
接触面９１ａ,９２ａに接触し得るよう構成されている。すなわち、打出し領域９０に導
かれたパチンコ球が減勢面部９４の前を通過して減勢された後に、突部９１,９２の接触
面９１ａ,９２ａに接触して更に減勢され得ることで、遊技球を確実に減勢することがで
きる。
【００９０】
　また、実施例のパチンコ機１０は、遊技盤２０の後側に配設されて機前方から視認可能
な特定装飾部材(装飾部材)１３１を備えている。そして、特定装飾部材１３１は、打出し
領域９０を介して機前方から視認可能な前面(装飾面)を備え、機前方から見た場合に、遊
技盤２０および第３台板部６７に跨る範囲で特定装飾部材１３１の前面が視認し得ると共
に、突部９１,９２,９３を介して特定装飾部材１３１の前面の一部が視認し得るよう構成
されている。すなわち、遊技者の視線が向き易い打出し領域９０を介して機前方から視認
できるように、遊技盤２０の後側に特定装飾部材１３１が配設されている。ここで、機前
方から特定装飾部材１３１を見た場合に、透明な遊技盤２０および透明な第３台板部６７
に跨る範囲で、装飾が施された前面が視認できるようにした。また、第３台板部６７に突
部９１,９２,９３を設けてパチンコ球を減勢し得るようにしつつ、第３台板部６７を介し
て特定装飾部材１３１の前面の一部が視認できるようにした。このように構成することで
、遊技盤２０を効果的に装飾することができ、遊技盤２０の意匠性を高めることができる
。更に、特定装飾部材１３１の前面は、打出し領域９０の後方位置において、遊技盤２０
の後面、第３台板部６７の後面および突部９１,９２,９３に対して他の部材を介在させる
ことなく対向するよう構成してあることで、特定装飾部材１３１の視認性を向上させるこ
とができる。
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【００９１】
　(変更例)
　本発明は、前述の実施例に限定されず、以下の如く変更することも可能である。
(１) 実施例では、３つの減勢部(突部)を備えるよう構成したが、突部の数は１つであっ
てもよいし、４つ以上であってもよい。
(２) 実施例では、遊技領域のうち第１流下領域の上流領域を、遊技球が打ち出される打
出し領域としたが、第２流下領域の上流領域を打出し領域として、該第２流下領域の打出
し領域に位置するよう減勢部(突部)を台板部(第３台板部)に設けてもよい。
(３) 実施例では、複数の減勢部(第１～第３突部)を遊技部材(枠状装飾体)の台板部(第３
台板部)と一体的に形成したが、少なくとも１つの減勢部を別体として台板部に取り付け
る構成としてもよい。
(４) 実施例では、複数の減勢部(第１～第３突部)を遊技釘の外形よりも大きなブロック
状に形成したが、少なくとも１つの減勢部を、遊技釘の外形と同等または遊技釘の外形よ
り小さい突起状に形成してもよい。
(５) 実施例では、遊技球が前側を通過不可能な減勢部(突部)とは別に、遊技球が前側を
通過可能な減勢部(減勢面部)を設け、該別の減勢部(減勢面部)により減勢した遊技球を減
勢部(突部)との接触により更に減勢するよう構成したが、別の減勢部(減勢面部)を備えず
、遊技球が前側を通過不可能な減勢部(突出部)のみ備える構成としてもよい。
(６) 実施例では、遊技球が前側を通過不可能な減勢部(突部)とは別に、遊技球が前側を
通過可能な減勢部(減勢面部)を設け、該別の減勢部(減勢面部)を台板部(第３台板部)の外
縁に沿って延在するよう設けることで、複数の減勢部(第１突部および第２突部)の間を通
過する遊技球が必ず別の減勢部(減勢面部)の前を通過するよう構成したが、該別の減勢部
(減勢面部)を台板部(第３台板部)の外縁と交差する方向に延在するように設けたり、円柱
状や四角柱状の別の減勢部(減勢面部)を遊技球の直径以下の離間寸法で複数並ぶように設
けたりすることで、複数の減勢部(第１突部および第２突部)の間を通過する遊技球が必ず
別の減勢部(減勢面部)の前を通過するよう構成してもよい。なお、実施例では、右側突部
間流路の入口に沿って延在するよう別の減勢部を設けたが、該別の減勢部を右側突部間流
路の入口よりも台板部の外縁に近い側に設けるようにしてもよい。また、減勢部(第１突
部)における第２の接触面(左面)に沿って上下に延在するよう別の減勢部(減勢面部)を設
けることで、第２の接触面へ向けて落下する遊技球を別の減勢部で減勢するようにしても
よい。
(７) 実施例では、減勢部(突部)を正面視で多角形状となるように設けたが、減勢部を正
面視で円形状や楕円形状となるよう設けてもよい。また、実施例では、各減勢部の外周面
に、第１の接触面と、第２の接触面と、対向面とを夫々有する構成としたが、少なくとも
１つの減勢部について、第１の接触面、第２の接触面および対向面のうち何れかを有しな
い構成としてもよい。例えば、台板部から前方へ突出すると共に打出口から離間する側へ
下方傾斜する板状の減勢部とすることで、第２の接触面を有しない構成とすることができ
る。
(８) 実施例の枠状装飾体には、庇状部を台板部と一体に形成したが、庇状部を台板部に
別体として取り付ける構成であってもよい。
(９) 実施例では、入賞通路から分岐する特定入球通路と、特定入球通路の入口を開閉す
る案内体と、案内体を第１姿勢および第２姿勢に切り替える切替えソレノイドとを、上下
の特別入賞部のうち下特別入賞部のみに備えるように構成したが、上特別入賞部のみまた
は上下の特別入賞部の両方に、特定入球通路、案内体、切替えソレノイドを備えるよう構
成してもよい。
　ここで、実施例では、案内体の位置を検出する位置検出センサ(案内体位置検出手段)を
下特別入賞部に備えるようにしたが、位置検出センサを備える必要はない。また、上特別
入賞部に特定入球通路、案内体、切替えソレノイドを備える場合も同様に、位置検出セン
サ(案内体位置検出手段)は備えるようにしてもよいし、備えなくてもよい。
　なお、特定入球通路、案内体、切替えソレノイドを上特別入賞部に設ける場合には、実
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施例に係る下特別入賞部の構成を採用することができる。
(１０) 実施例では、上特別入賞部、下特別入賞部、ゲート部、普通入賞部の各入球部を
枠状装飾体(遊技部材)に備えるように構成したが、これらのうち少なくとも１つを備えな
い構成としてもよいし、別体として遊技盤に配設してもよい。
(１１) 実施例では、打込み領域に位置する台板部の後面と、打込み領域を介して機前方
から視認可能な装飾部材(特定装飾部材)の装飾面(前面)との間に、遊技盤の厚み範囲に対
応する前後寸法の空間を設け、該空間に対して、窓口の右側に位置する基板収容凹部(前
ユニット体)から照射される光が導入され得るように構成したが、台板部の後面と装飾部
材の装飾面とを近接配置してもよい。
(１２) 実施例では、右側突部間流路の出口が上特別用開閉部材の動作範囲に上方から臨
むようにして、第２突部における第１の接触面(上面)を転動した遊技球が開放状態の上特
別用開閉部材により確実に受け止められるように構成したが、第２突部における第１の接
触面(上面)を転動した遊技球の一部のみが開放状態の上特別用開閉部材により受け止めら
れ得るように構成してもよい。
(１３) 実施例では、遊技機としてパチンコ機を例に挙げて説明したが、遊技球を使用し
て遊技を行う雀球遊技機やアレンジボール機等の他の遊技機であってもよい。
【符号の説明】
【００９２】
２０　遊技盤
２１　遊技領域
２５　枠状装飾体(遊技部材)
２７　ガイド部
２８　遊技釘
５３ａ　上特別入賞口(入球口)
６１　庇状部
６７　第３台板部(台板部)
９１　第１突部(減勢部、所定の減勢部、他の減勢部)
９１ａ　上面(外周面、接触面)
９１ｂ　右面(外周面)
９１ｃ　下面(外周面)
９１ｄ　左面(外周面、接触面)
９２　第２突部(減勢部、所定の減勢部、他の減勢部)
９２ａ　上面(外周面、接触面)
９２ｂ　右面(外周面)
９２ｃ　下面(外周面)
９２ｄ　左面(外周面、接触面)
９３　第３突部(減勢部)
９３ａ　上面(外周面、接触面)
９３ｂ　右面(外周面、接触面)
９３ｃ　下面(外周面)
９３ｄ　左面(外周面、接触面)
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